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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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一
人
一
人
の
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
な
教

育
を
大
切
に
し
て
き
た
日
本
。
学
校
現

場
に
は
、
先
生
た
ち
が
授
業
研
究
を
通

じ
て
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
た
り
、
教
材

研
究
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
〝
お
家
芸
〞

が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。「
子
ど
も
が

掛
け
算
や
割
り
算
で
な
ぜ
つ
ま
ず
い
て

し
ま
う
の
か
。
日
本
の
先
生
た
ち
は
、

一
人
一
人
の
学
び
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
適
切
な
指
導
方
法
を
考
え
ま
す
。

机
の
配
置
や
子
ど
も
へ
の
発
言
の
促
し

方
な
ど
も
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
な

の
で
す
」。
ま
た
、
教
科
書
作
り
や
家
庭

学
習
な
ど
で
生
か
さ
れ
て
い
る
民
間
企

業
と
の
連
携
も
、
日
本
の
教
育
改
革
の

カ
ギ
と
な
っ
て
き
た
。

　
そ
ん
な
強
み
を
生
か
し
て
日
本
が
続

け
て
き
た
国
際
協
力
に
は
、
何
よ
り
も
、

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
貢
献
が
光
る
。

学
校
の
先
生
や
保
護
者
の
声
を
聞
き
、

課
題
に
向
き
合
い
、
そ
の
国
に
合
う
実

践
型
の
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
。
さ

ら
に
そ
の
モ
デ
ル
を
地
方
か
ら
全
国
に

展
開
し
、
中
長
期
的
に
実
施
で
き
る
よ

編集協力：広島大学教育開発国際協力研究センター 吉田和浩センター長

イラスト：永江艶の

う
な
制
度
や
政
策
を
提
案
し
て
い
く
。

こ
う
い
っ
た
一
連
の
取
り
組
み
が
、
現

地
の
人
々
が
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

教
育
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　
２
０
１
５
年
は
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期

限
の
年
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
整
理
し
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
教
育
分
野
。

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
学
び

へ
の
道
が
開
か
れ
る
よ
う
、
日
本
は
こ

れ
ま
で
の
蓄
積
を
生
か
し
た
協
力
を
行

っ
て
い
く
。

学校に行って勉強して、休み時間に友達と遊ぶ。
日本で暮らす多くの人が送ってきたであろう子ども時代。
しかし世界を見渡すと、それは当たり前のことではない。
開発途上国の子どもたちが直面する現実とは。

特集  基礎教育

学びやで輝く

日
本
の
強
み
を
生
か
し

よ
り
良
い
教
育
を
届
け
る

分
な
指
導
力
が
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ

も
授
業
で
使
う
言
語
が
家
で
使
っ
て
い

る
も
の
と
違
っ
た
り…

。
子
ど
も
た
ち

が
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
、
途
中
で
学

校
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
多
い

の
が
現
状
だ
。

　「
そ
こ
で
今
、
途
上
国
は
教
育
の
質
を

上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
、
日
本
が
力
を

発
揮
で
き
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
」
と

吉
田
セ
ン
タ
ー
長
。
江
戸
時
代
の
寺
子

屋
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
、

　
約
５
７
０
０
万
人
。

　
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
。

世
界
で
は
こ
れ
だ
け
の
数
の
子
ど
も
た

ち
が
、
そ
ん
な
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

国
語
算
数
理
科
社
会…

。
時
間
割
に
沿

っ
て
、
先
生
が
教
壇
に
立
っ
て
教
え
る
。

手
元
に
は
、
各
科
目
の
教
科
書
と
ノ
ー

ト
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思

え
る
が
、
そ
れ
が
限
り
な
く
困
難
な
国

が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
多
く
は
、
開
発
途
上

国
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
だ
。

　「
政
府
が
ぜ
い
弱
で
あ
る
た
め
に
、
義

務
教
育
で
あ
っ
て
も
必
要
な
予
算
が
確

保
で
き
ず
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
も

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
ま
た
家
庭
が

貧
し
く
、
学
校
に
行
く
よ
り
も
家
事
や

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
が
優
先
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
、
広
島
大

学
教
育
開
発
国
際
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー

の
吉
田
和
浩
セ
ン
タ
ー
長
は
話
す
。
し

か
し
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
大

人
の
事
情
で
子
ど
も
が
学
ぶ
権
利
が
奪

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
決
し
て
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
事
実
だ
。

　
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
機
会

を―

。
国
際
社
会
が
そ
の
思
い
を
一
つ

に
し
、
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は
今

か
ら
20
年
以
上
前
。
１
９
９
０
年
、
タ

イ
の
ジ
ョ
ム
テ
ィ
エ
ン
で
の
国
際
会
議

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ユ
ネ
ス
コ
（
国

全
て
の
人
に
教
育
が

行
き
渡
ら
な
い

連
教
育
科
学
文
化
機
関
）、ユ
ニ
セ
フ（
国

連
児
童
基
金
）、
世
界
銀
行
、Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

（
国
連
開
発
計
画
）
が
主
催
し
、
世
界
各

国
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
て
開
か
れ
た

の
が
「
万
人
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
：

Education for A
ll

）
世
界
会
議
」。
初

等
教
育
の
完
全
普
及
、
教
育
の
場
で
の

男
女
の
就
学
差
の
是
正
な
ど
を
目
標
に

掲
げ
、
先
進
国
が
途
上
国
の
教
育
改
革

を
後
押
し
し
始
め
た
。

　
そ
の
後
も
、
ユ
ネ
ス
コ
が
か
じ
を
取

り
な
が
ら
、
世
界
各
国
で
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
教
育
制
度
や
文

化
・
習
慣
の
違
い
も
大
き
く
、
そ
の
道

の
り
は
、
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
２
０
０
０
年
、
セ
ネ

ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
で
あ
ら
た
め
て
議
論

の
場
が
持
た
れ
、
よ
り
具
体
的
な
目
標

を
定
め
た
「
ダ
カ
ー
ル
行
動
枠
組
み
（D

-
akar Fram

ew
ork for A

ction

）」
を

採
択
。
ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
「
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
も
設

定
さ
れ
、
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、

初
等
教
育
の
完
全
普
及
に
取
り
組
む
機

運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

　
そ
ん
な
努
力
も
あ
っ
て
、
貧
し
い
状

況
に
あ
り
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
増
え

て
き
た
学
校
に
行
け
る
子
ど
も
た
ち
。

し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
き
た
の

が
、
教
育
の
質
の
問
題
だ
。
先
生
に
十

5人きょうだいの3番目。両親、兄（12）、姉（10）、弟（6）、妹（1）。ヤギと羊が3頭ずつ。
将来の夢は看護師。「妹がマラリアにかかって病院に連れて行った時、テキパキ働く白
衣の看護師さんを見てすごいなあと思ったから」

まだ暗い中、姉妹と一緒に井戸に水くみへ。水を入れた
バケツを頭に乗せて慎重に運ぶ。往復30分。

お母さんが作ってくれた
「ブール」というおかゆを
食べる。

学校までは徒歩15分。通学路は
サバンナで、サソリなどが突然現
れることも。

ある日の時間割。１コマは45分。

わらぶき屋根の青空教室。机、椅子が
足りず、地べたに座る子も。教科書は
隣の友達と一緒に見る。ノートの代わ
りに、自分用の小さな黒板を使う。

急いで家に帰る。ランチは朝食と同じ
もの。そして夕食の準備。うすときねで
ミレット（雑穀の一種）の脱穀のお手
伝いをするのは女の子の仕事。一番
下の妹のお世話をして、また学校へ。

暑い時間で喉が渇く。教室には水がめが
あって、その中の水は自由に飲める。水は
親たちが運んできてくれる。

夕食のお手伝いと妹のお世話。食
後は家族で地元のニュースや世界の
ニュースをラジオで聞く。

電気がなく授業の復習もできないので、早く寝てしまう。

7:30

5:30
起床

6:30

朝食

登校

8:00～12:00

授業

12:00～15:00

昼休み

15:00～18:00

授業

21:00

就寝

18:00

下校

↑
アイシャちゃん

アイシャちゃん（9才）の 日1
西アフリカのとある国の小学生
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よ
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な
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こ
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の
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で
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た
め
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て
い
ま
す
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そ
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こ
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本
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で
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る
分
野
だ
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ま
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」
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吉
田
セ
ン
タ
ー
長
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江
戸
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寺
子

屋
に
代
表
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れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
、

　
約
５
７
０
０
万
人
。

　
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
。

世
界
で
は
こ
れ
だ
け
の
数
の
子
ど
も
た

ち
が
、
そ
ん
な
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

国
語
算
数
理
科
社
会…

。
時
間
割
に
沿

っ
て
、
先
生
が
教
壇
に
立
っ
て
教
え
る
。

手
元
に
は
、
各
科
目
の
教
科
書
と
ノ
ー

ト
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思

え
る
が
、
そ
れ
が
限
り
な
く
困
難
な
国

が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
多
く
は
、
開
発
途
上

国
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
だ
。

　「
政
府
が
ぜ
い
弱
で
あ
る
た
め
に
、
義

務
教
育
で
あ
っ
て
も
必
要
な
予
算
が
確

保
で
き
ず
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
も

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
ま
た
家
庭
が

貧
し
く
、
学
校
に
行
く
よ
り
も
家
事
や

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
が
優
先
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
、
広
島
大

学
教
育
開
発
国
際
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー

の
吉
田
和
浩
セ
ン
タ
ー
長
は
話
す
。
し

か
し
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
大

人
の
事
情
で
子
ど
も
が
学
ぶ
権
利
が
奪

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
決
し
て
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
事
実
だ
。

　
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
機
会

を―

。
国
際
社
会
が
そ
の
思
い
を
一
つ

に
し
、
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は
今

か
ら
20
年
以
上
前
。
１
９
９
０
年
、
タ

イ
の
ジ
ョ
ム
テ
ィ
エ
ン
で
の
国
際
会
議

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ユ
ネ
ス
コ
（
国

全
て
の
人
に
教
育
が

行
き
渡
ら
な
い

連
教
育
科
学
文
化
機
関
）、ユ
ニ
セ
フ（
国

連
児
童
基
金
）、
世
界
銀
行
、Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

（
国
連
開
発
計
画
）
が
主
催
し
、
世
界
各

国
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
て
開
か
れ
た

の
が
「
万
人
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
：

Education for A
ll

）
世
界
会
議
」。
初

等
教
育
の
完
全
普
及
、
教
育
の
場
で
の

男
女
の
就
学
差
の
是
正
な
ど
を
目
標
に

掲
げ
、
先
進
国
が
途
上
国
の
教
育
改
革

を
後
押
し
し
始
め
た
。

　
そ
の
後
も
、
ユ
ネ
ス
コ
が
か
じ
を
取

り
な
が
ら
、
世
界
各
国
で
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
教
育
制
度
や
文

化
・
習
慣
の
違
い
も
大
き
く
、
そ
の
道

の
り
は
、
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
２
０
０
０
年
、
セ
ネ

ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
で
あ
ら
た
め
て
議
論

の
場
が
持
た
れ
、
よ
り
具
体
的
な
目
標

を
定
め
た
「
ダ
カ
ー
ル
行
動
枠
組
み
（D

-
akar Fram

ew
ork for A

ction

）」
を

採
択
。
ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
「
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
も
設

定
さ
れ
、
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、

初
等
教
育
の
完
全
普
及
に
取
り
組
む
機

運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

　
そ
ん
な
努
力
も
あ
っ
て
、
貧
し
い
状

況
に
あ
り
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
増
え

て
き
た
学
校
に
行
け
る
子
ど
も
た
ち
。

し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
き
た
の

が
、
教
育
の
質
の
問
題
だ
。
先
生
に
十

5人きょうだいの3番目。両親、兄（12）、姉（10）、弟（6）、妹（1）。ヤギと羊が3頭ずつ。
将来の夢は看護師。「妹がマラリアにかかって病院に連れて行った時、テキパキ働く白
衣の看護師さんを見てすごいなあと思ったから」

まだ暗い中、姉妹と一緒に井戸に水くみへ。水を入れた
バケツを頭に乗せて慎重に運ぶ。往復30分。

お母さんが作ってくれた
「ブール」というおかゆを
食べる。

学校までは徒歩15分。通学路は
サバンナで、サソリなどが突然現
れることも。

ある日の時間割。１コマは45分。

わらぶき屋根の青空教室。机、椅子が
足りず、地べたに座る子も。教科書は
隣の友達と一緒に見る。ノートの代わ
りに、自分用の小さな黒板を使う。

急いで家に帰る。ランチは朝食と同じ
もの。そして夕食の準備。うすときねで
ミレット（雑穀の一種）の脱穀のお手
伝いをするのは女の子の仕事。一番
下の妹のお世話をして、また学校へ。

暑い時間で喉が渇く。教室には水がめが
あって、その中の水は自由に飲める。水は
親たちが運んできてくれる。

夕食のお手伝いと妹のお世話。食
後は家族で地元のニュースや世界の
ニュースをラジオで聞く。

電気がなく授業の復習もできないので、早く寝てしまう。

7:30

5:30
起床

6:30

朝食

登校

8:00～12:00

授業

12:00～15:00

昼休み

15:00～18:00

授業

21:00

就寝

18:00

下校

↑
アイシャちゃん

アイシャちゃん（9才）の 日1
西アフリカのとある国の小学生
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ブルング小中学校は、1クラス40人以上が学ぶマンモス校だ

授業の後には先生たちが集まって話し合い、良かった点、改善すべき
点を挙げ、次の授業に生かしていく

密度について学ぶ生徒たちとムンディア先生。小石の重
さと体積を調べ、それを割った数が密度。その説明を受け
て、計算練習が始まった

［上］授業中に先生が子どもたちを見て回る「机間巡視」も、効果的な
授業の手法として取り入れられている
［下］中井専門家はザンビア歴約10年。日本での教員経験もあり、頼
もしい存在だ

※授業研究とは、より良い授業の探求と教員の指導力向上のため、校内外の関係者と共に授業を観察し合い、教員自らが改善案
を検討する仕組み。日本では明治時代から次第に普及し、現在では各学校で日常的に実践されている。

リビングストンで行われた教育関係者の会議。約1週間にわたり、さまざまなト
ピックで質の良い教育を目指して活発な議論が交わされた

リンダ・ウェスト小中学校で、授業後の検討会に参加
する濵良枝専門家。ザンビア教育省で、授業研究を
含む教育政策全般のアドバイザーを務めている

教室が足りない学校は、授業が午前と午後の二部制。しかし時間がもったいないからと、空き時間には
外で授業も行われていた

センターの技術者と共に実験キットを
調整するバンダ所長

て
も
良
か
っ
た
」。
手
元
の
評
価
表
を

基
に
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
う
。

校
長
の
ジ
ョ
ブ
・
ム
プ
ワ
ヤ
先
生
も
参

加
し
、「
子
ど
も
た
ち
が
教
室
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
教
室
の
外
で
い
か
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
か
。
そ
れ
が
で
き
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
熱
く
訴
え
て

い
た
。

　「
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
、
ザ
ン
ビ
ア

は
授
業
研
究
が
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ

て
い
る
数
少
な
い
国
の
一
つ
な
ん
で
す

よ
」。
そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
10

年
以
上
、
こ
の
国
の
教
育
改
革
を
縁
の

下
で
支
え
て
き
た
中
井
一
芳
専
門
家
。

静
岡
県
の
公
立
中
学
で
教
員
を
し
て
い

た
中
井
専
門
家
が
、
国
際
協
力
の
世
界

に
飛
び
込
ん
だ
の
は
22
年
前
。
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
理

科
を
教
え
、
そ
の
後
も
、
ケ
ニ
ア
や
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
理
数
科
教
育
の
質
の
向
上

に
奔
走
し
て
き
た
。
そ
ん
な
中
井
専
門

家
が
ザ
ン
ビ
ア
で
挑
戦
し
て
き
た
の

は
、
か
つ
て
自
分
も
日
本
で
取
り
組
ん

だ
「
授
業
研
究
」
だ
っ
た
。

　
学
校
に
行
け
る
子
ど
も
の
数
は
９
割

を
超
え
た
ザ
ン
ビ
ア
だ
が
、
授
業
に
付

い
て
い
け
ず
、
落
第
し
て
し
ま
う
子
が

多
い
。
そ
の
要
因
の
一
つ
が
、
指
導
力

不
足
。
先
生
に
研
修
を
行
う
に
も
、
遠

隔
地
に
分
散
し
て
い
る
学
校
か
ら
1
カ

所
に
集
め
る
予
算
が
な
い
。
そ
れ
な
ら

校
内
で
、
先
生
同
士
が
学
び
合
う
場
を

つ
く
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
｜
。
そ

れ
に
ピ
ッ
タ
リ
な
の
が
、
日
本
の
先
生

た
ち
が
力
を
入
れ
て
き
た
授
業
研
究
だ

っ
た
。
し
か
し
、「
最
初
は
考
え
方
を

変
え
て
も
ら
う
こ
と
に
苦
労
し
ま
し

た
」
と
中
井
専
門
家
。
研
修
と
い
え
ば

教
育
省
が
企
画
し
、
参
加
す
れ
ば
日
当

が
支
給
さ
れ
る
の
が
当
た
り
前
。
そ
ん

な
環
境
に
慣
れ
て
い
た
先
生
た
ち
に
、

自
分
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
お
金
が
な
く
て
も
自
分

の
学
校
で
研
修
が
行
え
る
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
う
の
は
「
並
大
抵
の
苦
労
で

は
済
ま
な
い
」
と
覚
悟
し
て
い
た
。

　
し
か
し
そ
の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
に
、
学
校
現
場
に
は
、
授
業
研

究
に
意
義
を
見
い
だ
す
先
生
が
何
人
も

い
た
。
そ
の
一
人
が
、
理
科
の
授
業
で

教
べ
ん
を
執
っ
て
き
た
ベ
ン
ソ
ン
・
バ

ン
ダ
さ
ん
。
そ
こ
で
現
在
、
バ
ン
ダ
さ

ん
が
所
長
を
務
め
る
ル
サ
カ
の
国
立
科

学
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に
。

教
育
省
が
所
管
す
る
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
理
数
科
教
員
の
研
修
や
教
材
開
発

を
行
う
組
織
だ
。

　「
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
が
あ
る

の
で
、
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
」。
案
内
さ

れ
た
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
る
と
「
ガ
ガ

ガ
ッ
、
ガ
ガ
ガ
ッ
」
と
、
工
事
現
場
の

よ
う
な
音
が
部
屋
中
に
響
い
た
。
何
人

も
の
作
業
員
が
、
ノ
コ
ギ
リ
で
木
を
切

っ
た
り
、
大
き
な
鉄
板
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
た
り
し
て
い
る
。「
授
業
研
究
を
重

ね
る
中
で
、
や
は
り
最
低
限
必
要
な
実

験
器
具
が
な
い
と
実
践
的
な
授
業
は
難

し
い
と
。
で
も
教
室
の
数
も
足
り
な
い

中
で
、
理
科
室
を
設
置
す
る
の
は
非
現

実
的
。
そ
こ
で
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
と
開
発
し
た
の
が
〝
モ
バ

イ
ル
実
験
キ
ッ
ト
〞
で
す
」。
可
動
式
の

棚
の
中
に
、
ビ
ー
カ
ー
や
ア
ル
コ
ー
ル

ラ
ン
プ
、
電
気
の
配
線
や
試
験
管
立
て

な
ど
、
理
科
の
実
験
が
で
き
る
基
礎
的

な
道
具
が
入
っ
て
い
る
も
の
。
ま
さ
に

〝
動
く
理
科
室
〞
の
よ
う
。
現
場
の
先
生

に
も
評
判
が
良
く
、
全
国
の
学
校
に
配

布
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　「
中
井
さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
を
し
、

さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
長
期
研
修
員
と
し

て
広
島
大
学
の
大
学
院
で
修
士
号
を
取

る
中
で
、
日
本
の
先
生
方
の
教
育
に
対

す
る
情
熱
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
授

業
研
究
を
通
じ
て
、
こ
の
熱
を
ザ
ン
ビ

ア
に
も
広
め
た
い
。
そ
の
一
心
で
こ
こ

ま
で
き
ま
し
た
」。
そ
う
バ
ン
ダ
所
長

は
話
す
。

　
そ
の
決
意
を
中
井
専
門
家
が
目
の
当

た
り
に
し
た
の
が
、
あ
る
日
、
授
業
研

究
を
実
践
し
て
い
る
学
校
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
行
く
時
の
こ
と
。
中
井
専
門
家

た
ち
も
同
行
し
よ
う
と
す
る
と
、「
日

本
人
が
来
る
と
、
先
生
た
ち
が
過
剰
な

期
待
を
し
て
し
ま
う
。
今
日
は
私
た
ち

だ
け
で
行
く
。
授
業
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る
の
で
大
丈

夫
だ
」
と
、
バ
ン
ダ
所
長
が
力
強
く
答

え
て
く
れ
た
。こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、

中
井
専
門
家
は
「
授
業
研
究
が
制
度
と

し
て
き
ち
ん
と
根
付
け
ば
、
こ
の
国
の

教
育
は
大
き
な
可
能
性
が
開
け
る
」
と

考
え
、
黒
子
に
徹
し
て
普
及
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
ル
サ
カ
か
ら
飛
行
機
で
約
１
時
間
、

国
内
線
で
移
動
し
て
い
る
と
、
眼
下
に

壮
大
な
風
景
が
広
が
っ
た
。
世
界
三
大

瀑
布
の
一
つ
、
ザ
ン
ビ
ア
屈
指
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
ビ
ク
ト
リ

ア
の
滝
だ
。

　
そ
の
玄
関
口
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
の

市
街
地
を
抜
け
、
州
の
施
設
内
の
会
議

室
に
集
ま
っ
て
い
た
の
は
、
ザ
ン
ビ
ア

各
州
の
教
育
関
係
者
た
ち
。
年
４
回
、

授
業
研
究
を
含
む
取
り
組
み
に
つ
い
て

共
有
し
、
課
題
解
決
の
道
筋
を
開
く
た

め
に
一
堂
に
会
し
て
い
る
の
だ
。「
こ

の
よ
う
に
、
み
ん
な
で
意
見
を
共
有
す

る
場
は
貴
重
で
す
。
教
育
は
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
あ
る
べ
き
。
そ
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
は
切
磋
琢
磨
し
て
改
善
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
エ

ス
バ
ー
・
チ
ザ
ン
ベ
教
育
部
長
は
力
強

く
話
し
て
く
れ
た
。

　
翌
日
、
近
隣
の
リ
ン
ダ
・
ウ
ェ
ス
ト

小
中
学
校
に
行
く
と
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
な
声
と
踊
り
で
出
迎
え
て
く
れ

た
。
数
学
の
授
業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

う
と
、
そ
の
時
間
は
ル
ー
ト
の
計
算
方

法
の
勉
強
。
黒
板
に
書
か
れ
た
問
題
を

ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
回
答
し
た
も
の

を
メ
キ
ウ
ェ
・
ム
ト
ン
ボ
先
生
が
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
く
。
こ
の
日
も
後
ろ
に
は
、

他
の
ク
ラ
ス
の
先
生
た
ち
の
姿
が
あ
っ

難
し
い
理
数
科
の
授
業
を

ひ
と
工
夫
し
た
い

先
生
に
よ
る

先
生
の
た
め
の
授
業
研
究

実
践
的
な
実
験
キ
ッ
ト
は

全
て
手
作
り

み
ん
な
で
考
え
、

情
報
を
共
有
す
る
場

特集 基礎教育
学びやで輝く

た
。「
生
徒
を
前
に
出

さ
せ
て
、
黒
板
に
回
答

を
書
か
せ
た
の
は
良
か

っ
た
」「
計
算
の
時
間

が
足
り
な
か
っ
た
の

で
、
も
う
少
し
問
題
の

量
を
少
な
く
し
て
は
」。

授
業
後
も
先
生
た
ち
の

熱
い
議
論
は
続
い
た
。

「
今
ま
で
教
員
同
士
が

情
報
共
有
す
る
場
が
な

く
、
一
人
で
悩
ん
で
い

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
が

集
ま
れ
ば
よ
り
良
い
授

業
が
で
き
ま
す
」。
先
生
た
ち
は
、
そ

う
声
を
そ
ろ
え
て
話
し
て
く
れ
た
。

　
こ
う
し
て
ザ
ン
ビ
ア
全
土
に
広
ま
っ

た
授
業
研
究
は
、
さ
ら
な
る
定
着
を
目

指
し
、
先
生
の
卵
が
学
ぶ
教
員
養
成
校

に
も
取
り
入
れ
て
い
く
予
定
。「
日
本

が
協
力
し
た
か
ら
で
な
く
、
ザ
ン
ビ
ア

の
人
た
ち
自
身
が
授
業
研
究
を
自
分
た

ち
に
必
要
な
も
の
と
し
て
取
り
入
れ
て

き
た
の
が
成
功
の
カ
ギ
。
熱
意
を
持
っ

て
取
り
組
む
先
生
た
ち
は
、
こ
の
国
の

教
育
の
財
産
で
す
」
と
中
井
専
門
家
は

話
し
て
く
れ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な〝
学
び
た
い
〞

と
い
う
思
い
と
、
そ
れ
を
全
面
か
ら
応

援
し
た
い
と
奔
走
す
る
先
生
た
ち
。
そ

れ
を
影
で
し
っ
か
り
と
支
え
る
日
本
人

専
門
家
た
ち
。
ザ
ン
ビ
ア
の
教
育
現
場

は
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
で
、
さ
ら
に
大

き
く
変
化
を
遂
げ
て
い
く
は
ず
だ
。

特集 基礎教育
学びやで輝く

授
業
研
究
で

よ
り
良
い
学
び
を

　　「
好
き
な
科
目
は
何
？
」

　「
英
語
！
」「
理
科
！
」「
算
数
！
」

　
真
っ
青
な
空
の
下
、
校
庭
に
響
く
子

ど
も
た
ち
の
声
。
休
み
時
間
、
教
室
か

ら
飛
び
出
し
て
き
た
ど
の
子
も
元
気
い

っ
ぱ
い
。
３
月
初
旬
、
ザ
ン
ビ
ア
の
首

都
ル
サ
カ
か
ら
車
で
約
２
時
間
の
町
、

ム
ン
バ
に
あ
る
ブ
ル
ン
グ
小
中
学
校
を

訪
れ
た
。

　「
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
」。
こ

の
学
校
で
は
、
校
庭
に
あ
る
ド
ラ
ム
を

た
た
く
音
が
授
業
開
始
の
合
図
。
あ
る

教
室
で
は
、
中
３
の
理
科
の
授
業
が
始

ま
っ
て
い
た
。
理
科
を
教
え
る
の
は
、

ン
ジ
ェ
ク
ワ
・
ム
ン
デ
ィ
ア
先
生
。
黒

板
に
チ
ョ
ー
ク
を
走
ら
せ
、
今
日
の
ト

ピ
ッ
ク
を
書
く
。「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」。

こ
の
時
間
は
、「
密
度
」
に
つ
い
て
学

ぶ
よ
う
だ
。

　「
で
は
、
前
に
実
験
器
具
を
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
」。
６
つ
に
分
か
れ
た

グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
、
水
の
入
っ
た
メ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
、
小
石
、
ひ
も
、
量
り

を
持
っ
て
い
く
。「
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

の
中
に
石
を
沈
め
て
、
ど
れ
く
ら
い
水

量
が
上
が
る
か
、
目
盛
り
を
見
て
記
録

し
て
く
だ
さ
い
」。
ム
ン
デ
ィ
ア
先
生

の
指
示
に
、
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
、

ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
で
相
談
す
る
生
徒
た
ち
。

思
春
期
な
ら
で
は
の
シ
ャ
イ
さ
は
、
日

本
の
中
学
生
と
変
わ
り
な
い
。

　
こ
の
日
の
授
業
は
、
い
つ
も
と
少
し

違
っ
た
。
教
室
の
後
ろ
や
横
に
、
他
の

ク
ラ
ス
の
先
生
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い

る
の
だ
。
ど
う
や
ら
保
護
者
で
は
な
い

よ
う
だ
が
…
。「
授
業
研
究
な
ん
で
す

よ
」。
先
生
の
一
人
が
、
そ
う
教
え
て

く
れ
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
み
ん
な

で
練
り
上
げ
た
授
業
案
が
効
果
的
に
進

む
か
、
ム
ン
デ
ィ
ア
先
生
の
授
業
で
試

し
て
い
る
の
だ
。

　「
今
日
の
授
業
の
振
り
返
り
を
し
ま

し
ょ
う
」

　
授
業
が
終
わ
り
、
生
徒
た
ち
が
給
食

を
食
べ
て
い
る
間
に
、
先
生
た
ち
が
机

を
寄
せ
て
会
議
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
か

ら
が
授
業
研
究
の
本
番
だ
。「
実
験
を

取
り
入
れ
た
の
は
、
分
か
り
や
す
か
っ

た
」「
で
も
本
当
に
、
密
度
の
概
念
を

理
解
で
き
た
子
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
答
え
を
出
す
前
に
、
生
徒
た
ち

に
も
う
少
し
考
え
さ
せ
る
時
間
が
あ
っ

こ
の
数
年
、ア
フ
リ
カ
南
部
の
ザ
ン
ビ
ア
で
、

学
校
の
先
生
た
ち
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
、よ
り
良
い
教
育
を
届
け
た
い
―
。

そ
の
一
心
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
、

日
本
で
お
な
じ
み
の
授
業
研
究
だ
。

写
真
＝
渋
谷
敦
志
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

ザンビアの小学校で学ぶ
少年。学ぶ環境がどうであ
れ、子どもたちは生き生き
と机に向かっている
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ブルング小中学校は、1クラス40人以上が学ぶマンモス校だ

授業の後には先生たちが集まって話し合い、良かった点、改善すべき
点を挙げ、次の授業に生かしていく

密度について学ぶ生徒たちとムンディア先生。小石の重
さと体積を調べ、それを割った数が密度。その説明を受け
て、計算練習が始まった

［上］授業中に先生が子どもたちを見て回る「机間巡視」も、効果的な
授業の手法として取り入れられている
［下］中井専門家はザンビア歴約10年。日本での教員経験もあり、頼
もしい存在だ

※授業研究とは、より良い授業の探求と教員の指導力向上のため、校内外の関係者と共に授業を観察し合い、教員自らが改善案
を検討する仕組み。日本では明治時代から次第に普及し、現在では各学校で日常的に実践されている。

リビングストンで行われた教育関係者の会議。約1週間にわたり、さまざまなト
ピックで質の良い教育を目指して活発な議論が交わされた

リンダ・ウェスト小中学校で、授業後の検討会に参加
する濵良枝専門家。ザンビア教育省で、授業研究を
含む教育政策全般のアドバイザーを務めている

教室が足りない学校は、授業が午前と午後の二部制。しかし時間がもったいないからと、空き時間には
外で授業も行われていた

センターの技術者と共に実験キットを
調整するバンダ所長

て
も
良
か
っ
た
」。
手
元
の
評
価
表
を

基
に
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
う
。

校
長
の
ジ
ョ
ブ
・
ム
プ
ワ
ヤ
先
生
も
参

加
し
、「
子
ど
も
た
ち
が
教
室
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
教
室
の
外
で
い
か
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
か
。
そ
れ
が
で
き
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
熱
く
訴
え
て

い
た
。

　「
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
、
ザ
ン
ビ
ア

は
授
業
研
究
が
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ

て
い
る
数
少
な
い
国
の
一
つ
な
ん
で
す

よ
」。
そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
10

年
以
上
、
こ
の
国
の
教
育
改
革
を
縁
の

下
で
支
え
て
き
た
中
井
一
芳
専
門
家
。

静
岡
県
の
公
立
中
学
で
教
員
を
し
て
い

た
中
井
専
門
家
が
、
国
際
協
力
の
世
界

に
飛
び
込
ん
だ
の
は
22
年
前
。
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
理

科
を
教
え
、
そ
の
後
も
、
ケ
ニ
ア
や
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
理
数
科
教
育
の
質
の
向
上

に
奔
走
し
て
き
た
。
そ
ん
な
中
井
専
門

家
が
ザ
ン
ビ
ア
で
挑
戦
し
て
き
た
の

は
、
か
つ
て
自
分
も
日
本
で
取
り
組
ん

だ
「
授
業
研
究
」
だ
っ
た
。

　
学
校
に
行
け
る
子
ど
も
の
数
は
９
割

を
超
え
た
ザ
ン
ビ
ア
だ
が
、
授
業
に
付

い
て
い
け
ず
、
落
第
し
て
し
ま
う
子
が

多
い
。
そ
の
要
因
の
一
つ
が
、
指
導
力

不
足
。
先
生
に
研
修
を
行
う
に
も
、
遠

隔
地
に
分
散
し
て
い
る
学
校
か
ら
1
カ

所
に
集
め
る
予
算
が
な
い
。
そ
れ
な
ら

校
内
で
、
先
生
同
士
が
学
び
合
う
場
を

つ
く
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
｜
。
そ

れ
に
ピ
ッ
タ
リ
な
の
が
、
日
本
の
先
生

た
ち
が
力
を
入
れ
て
き
た
授
業
研
究
だ

っ
た
。
し
か
し
、「
最
初
は
考
え
方
を

変
え
て
も
ら
う
こ
と
に
苦
労
し
ま
し

た
」
と
中
井
専
門
家
。
研
修
と
い
え
ば

教
育
省
が
企
画
し
、
参
加
す
れ
ば
日
当

が
支
給
さ
れ
る
の
が
当
た
り
前
。
そ
ん

な
環
境
に
慣
れ
て
い
た
先
生
た
ち
に
、

自
分
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
お
金
が
な
く
て
も
自
分

の
学
校
で
研
修
が
行
え
る
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
う
の
は
「
並
大
抵
の
苦
労
で

は
済
ま
な
い
」
と
覚
悟
し
て
い
た
。

　
し
か
し
そ
の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
に
、
学
校
現
場
に
は
、
授
業
研

究
に
意
義
を
見
い
だ
す
先
生
が
何
人
も

い
た
。
そ
の
一
人
が
、
理
科
の
授
業
で

教
べ
ん
を
執
っ
て
き
た
ベ
ン
ソ
ン
・
バ

ン
ダ
さ
ん
。
そ
こ
で
現
在
、
バ
ン
ダ
さ

ん
が
所
長
を
務
め
る
ル
サ
カ
の
国
立
科

学
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に
。

教
育
省
が
所
管
す
る
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
理
数
科
教
員
の
研
修
や
教
材
開
発

を
行
う
組
織
だ
。

　「
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
が
あ
る

の
で
、
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
」。
案
内
さ

れ
た
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
る
と
「
ガ
ガ

ガ
ッ
、
ガ
ガ
ガ
ッ
」
と
、
工
事
現
場
の

よ
う
な
音
が
部
屋
中
に
響
い
た
。
何
人

も
の
作
業
員
が
、
ノ
コ
ギ
リ
で
木
を
切

っ
た
り
、
大
き
な
鉄
板
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
た
り
し
て
い
る
。「
授
業
研
究
を
重

ね
る
中
で
、
や
は
り
最
低
限
必
要
な
実

験
器
具
が
な
い
と
実
践
的
な
授
業
は
難

し
い
と
。
で
も
教
室
の
数
も
足
り
な
い

中
で
、
理
科
室
を
設
置
す
る
の
は
非
現

実
的
。
そ
こ
で
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
と
開
発
し
た
の
が
〝
モ
バ

イ
ル
実
験
キ
ッ
ト
〞
で
す
」。
可
動
式
の

棚
の
中
に
、
ビ
ー
カ
ー
や
ア
ル
コ
ー
ル

ラ
ン
プ
、
電
気
の
配
線
や
試
験
管
立
て

な
ど
、
理
科
の
実
験
が
で
き
る
基
礎
的

な
道
具
が
入
っ
て
い
る
も
の
。
ま
さ
に

〝
動
く
理
科
室
〞
の
よ
う
。
現
場
の
先
生

に
も
評
判
が
良
く
、
全
国
の
学
校
に
配

布
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　「
中
井
さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
を
し
、

さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
長
期
研
修
員
と
し

て
広
島
大
学
の
大
学
院
で
修
士
号
を
取

る
中
で
、
日
本
の
先
生
方
の
教
育
に
対

す
る
情
熱
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
授

業
研
究
を
通
じ
て
、
こ
の
熱
を
ザ
ン
ビ

ア
に
も
広
め
た
い
。
そ
の
一
心
で
こ
こ

ま
で
き
ま
し
た
」。
そ
う
バ
ン
ダ
所
長

は
話
す
。

　
そ
の
決
意
を
中
井
専
門
家
が
目
の
当

た
り
に
し
た
の
が
、
あ
る
日
、
授
業
研

究
を
実
践
し
て
い
る
学
校
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
行
く
時
の
こ
と
。
中
井
専
門
家

た
ち
も
同
行
し
よ
う
と
す
る
と
、「
日

本
人
が
来
る
と
、
先
生
た
ち
が
過
剰
な

期
待
を
し
て
し
ま
う
。
今
日
は
私
た
ち

だ
け
で
行
く
。
授
業
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る
の
で
大
丈

夫
だ
」
と
、
バ
ン
ダ
所
長
が
力
強
く
答

え
て
く
れ
た
。こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、

中
井
専
門
家
は
「
授
業
研
究
が
制
度
と

し
て
き
ち
ん
と
根
付
け
ば
、
こ
の
国
の

教
育
は
大
き
な
可
能
性
が
開
け
る
」
と

考
え
、
黒
子
に
徹
し
て
普
及
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
ル
サ
カ
か
ら
飛
行
機
で
約
１
時
間
、

国
内
線
で
移
動
し
て
い
る
と
、
眼
下
に

壮
大
な
風
景
が
広
が
っ
た
。
世
界
三
大

瀑
布
の
一
つ
、
ザ
ン
ビ
ア
屈
指
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
ビ
ク
ト
リ

ア
の
滝
だ
。

　
そ
の
玄
関
口
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
の

市
街
地
を
抜
け
、
州
の
施
設
内
の
会
議

室
に
集
ま
っ
て
い
た
の
は
、
ザ
ン
ビ
ア

各
州
の
教
育
関
係
者
た
ち
。
年
４
回
、

授
業
研
究
を
含
む
取
り
組
み
に
つ
い
て

共
有
し
、
課
題
解
決
の
道
筋
を
開
く
た

め
に
一
堂
に
会
し
て
い
る
の
だ
。「
こ

の
よ
う
に
、
み
ん
な
で
意
見
を
共
有
す

る
場
は
貴
重
で
す
。
教
育
は
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
あ
る
べ
き
。
そ
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
は
切
磋
琢
磨
し
て
改
善
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
エ

ス
バ
ー
・
チ
ザ
ン
ベ
教
育
部
長
は
力
強

く
話
し
て
く
れ
た
。

　
翌
日
、
近
隣
の
リ
ン
ダ
・
ウ
ェ
ス
ト

小
中
学
校
に
行
く
と
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
な
声
と
踊
り
で
出
迎
え
て
く
れ

た
。
数
学
の
授
業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

う
と
、
そ
の
時
間
は
ル
ー
ト
の
計
算
方

法
の
勉
強
。
黒
板
に
書
か
れ
た
問
題
を

ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
回
答
し
た
も
の

を
メ
キ
ウ
ェ
・
ム
ト
ン
ボ
先
生
が
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
く
。
こ
の
日
も
後
ろ
に
は
、

他
の
ク
ラ
ス
の
先
生
た
ち
の
姿
が
あ
っ

難
し
い
理
数
科
の
授
業
を

ひ
と
工
夫
し
た
い

先
生
に
よ
る

先
生
の
た
め
の
授
業
研
究

実
践
的
な
実
験
キ
ッ
ト
は

全
て
手
作
り

み
ん
な
で
考
え
、

情
報
を
共
有
す
る
場

特集 基礎教育
学びやで輝く

た
。「
生
徒
を
前
に
出

さ
せ
て
、
黒
板
に
回
答

を
書
か
せ
た
の
は
良
か

っ
た
」「
計
算
の
時
間

が
足
り
な
か
っ
た
の

で
、
も
う
少
し
問
題
の

量
を
少
な
く
し
て
は
」。

授
業
後
も
先
生
た
ち
の

熱
い
議
論
は
続
い
た
。

「
今
ま
で
教
員
同
士
が

情
報
共
有
す
る
場
が
な

く
、
一
人
で
悩
ん
で
い

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
が

集
ま
れ
ば
よ
り
良
い
授

業
が
で
き
ま
す
」。
先
生
た
ち
は
、
そ

う
声
を
そ
ろ
え
て
話
し
て
く
れ
た
。

　
こ
う
し
て
ザ
ン
ビ
ア
全
土
に
広
ま
っ

た
授
業
研
究
は
、
さ
ら
な
る
定
着
を
目

指
し
、
先
生
の
卵
が
学
ぶ
教
員
養
成
校

に
も
取
り
入
れ
て
い
く
予
定
。「
日
本

が
協
力
し
た
か
ら
で
な
く
、
ザ
ン
ビ
ア

の
人
た
ち
自
身
が
授
業
研
究
を
自
分
た

ち
に
必
要
な
も
の
と
し
て
取
り
入
れ
て

き
た
の
が
成
功
の
カ
ギ
。
熱
意
を
持
っ

て
取
り
組
む
先
生
た
ち
は
、
こ
の
国
の

教
育
の
財
産
で
す
」
と
中
井
専
門
家
は

話
し
て
く
れ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な〝
学
び
た
い
〞

と
い
う
思
い
と
、
そ
れ
を
全
面
か
ら
応

援
し
た
い
と
奔
走
す
る
先
生
た
ち
。
そ

れ
を
影
で
し
っ
か
り
と
支
え
る
日
本
人

専
門
家
た
ち
。
ザ
ン
ビ
ア
の
教
育
現
場

は
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
で
、
さ
ら
に
大

き
く
変
化
を
遂
げ
て
い
く
は
ず
だ
。

特集 基礎教育
学びやで輝く

授
業
研
究
で

よ
り
良
い
学
び
を

　　「
好
き
な
科
目
は
何
？
」

　「
英
語
！
」「
理
科
！
」「
算
数
！
」

　
真
っ
青
な
空
の
下
、
校
庭
に
響
く
子

ど
も
た
ち
の
声
。
休
み
時
間
、
教
室
か

ら
飛
び
出
し
て
き
た
ど
の
子
も
元
気
い

っ
ぱ
い
。
３
月
初
旬
、
ザ
ン
ビ
ア
の
首

都
ル
サ
カ
か
ら
車
で
約
２
時
間
の
町
、

ム
ン
バ
に
あ
る
ブ
ル
ン
グ
小
中
学
校
を

訪
れ
た
。

　「
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
」。
こ

の
学
校
で
は
、
校
庭
に
あ
る
ド
ラ
ム
を

た
た
く
音
が
授
業
開
始
の
合
図
。
あ
る

教
室
で
は
、
中
３
の
理
科
の
授
業
が
始

ま
っ
て
い
た
。
理
科
を
教
え
る
の
は
、

ン
ジ
ェ
ク
ワ
・
ム
ン
デ
ィ
ア
先
生
。
黒

板
に
チ
ョ
ー
ク
を
走
ら
せ
、
今
日
の
ト

ピ
ッ
ク
を
書
く
。「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」。

こ
の
時
間
は
、「
密
度
」
に
つ
い
て
学

ぶ
よ
う
だ
。

　「
で
は
、
前
に
実
験
器
具
を
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
」。
６
つ
に
分
か
れ
た

グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
、
水
の
入
っ
た
メ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
、
小
石
、
ひ
も
、
量
り

を
持
っ
て
い
く
。「
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

の
中
に
石
を
沈
め
て
、
ど
れ
く
ら
い
水

量
が
上
が
る
か
、
目
盛
り
を
見
て
記
録

し
て
く
だ
さ
い
」。
ム
ン
デ
ィ
ア
先
生

の
指
示
に
、
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
、

ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
で
相
談
す
る
生
徒
た
ち
。

思
春
期
な
ら
で
は
の
シ
ャ
イ
さ
は
、
日

本
の
中
学
生
と
変
わ
り
な
い
。

　
こ
の
日
の
授
業
は
、
い
つ
も
と
少
し

違
っ
た
。
教
室
の
後
ろ
や
横
に
、
他
の

ク
ラ
ス
の
先
生
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い

る
の
だ
。
ど
う
や
ら
保
護
者
で
は
な
い

よ
う
だ
が
…
。「
授
業
研
究
な
ん
で
す

よ
」。
先
生
の
一
人
が
、
そ
う
教
え
て

く
れ
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
み
ん
な

で
練
り
上
げ
た
授
業
案
が
効
果
的
に
進

む
か
、
ム
ン
デ
ィ
ア
先
生
の
授
業
で
試

し
て
い
る
の
だ
。

　「
今
日
の
授
業
の
振
り
返
り
を
し
ま

し
ょ
う
」

　
授
業
が
終
わ
り
、
生
徒
た
ち
が
給
食

を
食
べ
て
い
る
間
に
、
先
生
た
ち
が
机

を
寄
せ
て
会
議
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
か

ら
が
授
業
研
究
の
本
番
だ
。「
実
験
を

取
り
入
れ
た
の
は
、
分
か
り
や
す
か
っ

た
」「
で
も
本
当
に
、
密
度
の
概
念
を

理
解
で
き
た
子
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
答
え
を
出
す
前
に
、
生
徒
た
ち

に
も
う
少
し
考
え
さ
せ
る
時
間
が
あ
っ

こ
の
数
年
、ア
フ
リ
カ
南
部
の
ザ
ン
ビ
ア
で
、

学
校
の
先
生
た
ち
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
、よ
り
良
い
教
育
を
届
け
た
い
―
。

そ
の
一
心
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
、

日
本
で
お
な
じ
み
の
授
業
研
究
だ
。

写
真
＝
渋
谷
敦
志
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

ザンビアの小学校で学ぶ
少年。学ぶ環境がどうであ
れ、子どもたちは生き生き
と机に向かっている

Zambia
from

ザンビア

ルサカ

ムンバ

リビングストン
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　「
こ
の
立
体
の
展
開
図
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
」

　
２
時
間
目
、
算
数
の
授
業
が
始
ま
っ

た
。
先
生
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
紙

で
作
っ
た
立
方
体
。「
実
物
が
あ
る
と

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
ね
」。
５
年
生

の
子
ど
も
た
ち
に
も
好
評
だ
。

　
こ
こ
は
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
首
都
テ
グ

シ
ガ
ル
パ
に
あ
る
小
学
校
。
算
数
の
授

業
に
は
、
い
つ
も
楽
し
く
学
べ
る
工
夫

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
。
２
０
１

０
年
、
現
地
の
教
育
省
が
好
き
な
教
科

を
調
査
す
る
と
、
ほ
ぼ
半
数
が
答
え
た

の
が「
算
数
」。と
こ
ろ
が
そ
の
３
年
前
、

そ
の
割
合
は
３
割
に
も
満
た
な
か
っ
た
。

そ
の
国
に
適
し
た

質
の
高
い
教
材
を

ジ
ュ
ラ
ス
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
国
で

活
動
し
て
き
た
。

　
留
年
、
さ
ら
に
は
中
退
に
追
い
込
ま

れ
て
し
ま
う
―
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち

を
前
に
、政
府
は
今
か
ら
10
年
以
上
前
、

あ
る
決
断
を
し
た
。
算
数
の
教
科
書
を

一
新
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
ま
で

の
教
科
書
は
説
明
文
ば
か
り
で
、
児
童

の
学
ぶ
意
欲
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
る
と

感
じ
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
新
し
い
教
科

書
に
合
わ
せ
て
指
導
書
も
作
り
変
え
、

先
生
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い

う
狙
い
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
は
、
実
践

的
な
教
科
書
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
日
本
だ
っ
た
。「
日
本
は
授
業

を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め

特集 基礎教育
学びやで輝く

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
教

材
を
作
る
技
術
が
優
れ
て
い
る
の
で

す
」
と
、
西
方
専
門
員
は
日
本
の
強
み

を
説
明
す
る
。

　
日
本
人
専
門
家
と
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

の
教
育
省
や
教
育
大
学
の
職
員
ら
が
共

同
で
作
業
を
進
め
、
現
地
側
が
苦
手
と

す
る
分
野
に
つ
い
て
は
研
修
を
行
う
な

ど
し
て
知
識
を
蓄
え
た
。
説
明
文
に
沿

っ
て
図
表
を
加
え
る
な
ど
、
日
本
の
教

科
書
の
表
現
法
な
ど
を
伝
え
る
う
ち

に
、
現
地
の
メ
ン
バ
ー
に
も
〝
分
か
り

や
す
い
教
材
〞
を
作
る
と
い
う
意
識
が

生
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
一
人
が
、
教
育

大
学
で
働
く
ル
イ
ス
・
ソ
ト
さ
ん
。「
今

ま
で
の
教
科
書
の
問
題
点
を
し
っ
か
り

と
見
直
そ
う
」
と
、
創
造
的
な
ア
イ
デ

ア
を
次
々
と
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、お
金
の
使
い
方
。

日
本
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い

が
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
は
小
さ
い
時
か

ら
身
に
付
け
さ
せ
た
い
と
い
う
考
え
が

根
強
い
ト
ピ
ッ
ク
。
そ
こ
で
、
お
金
の

計
算
問
題
な
ど
を
小
学
１
年
生
の
教
科

書
か
ら
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り
子
ど

も
の
目
線
に
立
っ
た
教
科
書
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
２
年
が
た
ち
、
つ

い
に
新
し
い
教
科
書
と
指
導
書
が
完
成

し
た
。
子
ど
も
に
も
先
生
に
も
使
い
や

す
い
点
が
評
価
さ
れ
、
国
が
指
定
す
る

教
材
と
し
て
も
承
認
。
全
国
の
小
学
校

に
配
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ

く
ス
ペ
イ
ン
語
を
公
用
語

と
す
る
他
の
中
米
地
域
か
ら

も
注
目
を
集
め
、
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
グ

ア
テ
マ
ラ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
で
も
、日
本
と
連
携
し
て
、

新
し
い
教
科
書
作
り
が
始
ま

っ
た
。

　
西
方
専
門
員
は
、「
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
で
も
引
き
続
き
教

材
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の

教
員
研
修
な
ど
が
続
い
て
い

た
の
で
、
昼
間
に
そ
の
仕
事

を
終
え
て
飛
行
機
で
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
に
行
き
、
翌
日
ま

で
に
ホ
テ
ル
で
資
料
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
…
と
い
う
こ
と

　「
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
は
、
小
学
校
で

も
進
級
テ
ス
ト
の
成
績
が
悪
い
と
、
留

年
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
主
に
足
を

引
っ
張
っ
て
い
る
の
が
、
算
数
と
ス
ペ

イ
ン
語
で
す
」。
こ
う
説
明
す
る
の
は
、

西
方
憲
広
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門

員
。
10
年
近
く
日
本
の
小
学
校
で
教
え

て
い
た
が
、
開
発
途
上
国
の
教
育
支
援

に
携
わ
り
た
い
と
退
職
を
決
意
。
ホ
ン

世
界
で
関
心
が
広
が
る

教
材
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
あ
り
ま
し
た
」
と
ハ
ー

ド
な
日
々
を
振
り
返
る
。

　「
一
番
変
わ
っ
た
の
は
、

先
生
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
上
が
っ
た
こ
と
で

す
」。
現
在
、
教
育
省
の

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
中
原
篤
史
専
門
家

も
、
新
し
い
教
科
書
の
効

果
を
実
感
し
て
い
る
。
実

際
、
小
学
校
の
卒
業
率
も

年
々
上
が
り
、
目
に
見
え

る
形
で
も
効
果
が
現
れ
て

い
る
か
ら
だ
。
教
材
開
発

の
重
要
性
を
認
識
し
た
教
育
省
は
、
ス

ペ
イ
ン
語
や
理
科
の
教
材
を
自
ら
作
成

す
る
な
ど
、
確
実
に
変
化
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
小
学
校
の
教
員
養
成
校
で

は
、
日
本
の
協
力
で
作
成
し
た
指
導
書

の
習
得
を
卒
業
要
件
に
取
り
入
れ
た
こ

と
で
、
本
当
に
指
導
力
の
あ
る
教
員
を

育
て
て
い
く
環
境
が
整
っ
た
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
盛
り

だ
く
さ
ん
だ
。「
優
秀
な
先
生
が
就
職

で
き
ず
に
失
業
者
と
し
て
国
内
に
あ
ふ

れ
て
い
る
。
採
用
計
画
の
策
定
な
ど
政

策
レ
ベ
ル
で
も
改
善
が
必
要
。
根
気
強

く
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、中
原
専
門
家
は
力
を
込
め
る
。

　
中
米
地
域
以
外
の
国
か
ら
も
、
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
日
本
の
教
材
開
発

の
ノ
ウ
ハ
ウ
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

学
び
の
た
め
に
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
可

能
性
を
秘
め
て
い
そ
う
だ
。

ホンジュラス北部の街テラにある教員養成校でも、
日本の協力で作られた指導書を活用。特に教育実
習の時には手放せないアイテムだ

ホンジュラスの小学校の教科書（1年生）では、お金
の数え方や計算問題が充実。登場するマスコットキ
ャラクターは、ジェンダーに配慮して、人間ではなくオ
リジナルのイラストが使われている

ホンジュラスのマルロン・エスコト教
育大臣と青年海外協力隊。学校で
算数の授業をサポートし、教科書を
根付かせるための活動を続けている

ニカラグアで行われたワークショップ。その国の制度や文化に合わせた内容
を教科書に取り入れるようにした

算
数
が
好
き
に
な
る

教
科
書
を
作
り
た
い

カ
リ
ブ
海
に
面
し
た
中
米
の
国
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
。

小
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く
が
、

６
年
間
で
卒
業
で
き
る
の
は
な
ん
と
約
３
割
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
が
、

日
本
の
教
科
書
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。

Honduras

テグシガルパ

from
ホンジュラス

中米5カ国で教科書作りに携わったメンバー。西方専門員は、リーダーを務
めた
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パ
キ
ス
タ
ン
で
最
大
の
人
口
を
抱
え

る
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
。
今
こ
こ
で
、
女
性

を
中
心
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。手
帳
に
自
分
の
名
前
や
誕
生
日
、

家
族
の
こ
と
な
ど
を
書
き
た
め
て
い
く

「
M
y  

B
oo
k
」
だ
。 〝
書
い
て
〞〝
記

録
す
る
〞
こ
と
は
楽
し
い
。
そ
れ
を
多

く
の
人
が
知
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
の

こ
と
だ
。

　
全
て
の
子
ど
も
に
教
育
を
―
。
２
０

１
４
年
、
史
上
最
年
少
で
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
17
歳
の
少
女
、
マ
ラ

ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
世
界
中
の
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ

た
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
学
校
に
行
け
な

い
子
ど
も
の
数
が
、
ア
フ
リ
カ
の
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
に
次
い
で
世
界
で
２
番
目
。

読
み
書
き
が
で
き
な
い
人
は
な
ん
と
約

５
割
。
マ
ラ
ラ
さ
ん
は
そ
ん
な
状
況
の

中
で
も
、
女
の
子
で
も
学
ぶ
権
利
は
あ

る
べ
き
だ
と
、
学
校
に
通
い
続
け
た
の

だ
。

　「
貧
し
く
て
学
費
が
払
え
ず
、
女
子

教
育
へ
の
理
解
も
乏
し
い
環
境
の
中

で
、
全
て
の
人
が
学
校
に
行
け
る
よ
う

に
な
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
だ
っ
た
ら
、
学
校
と
同
じ
程
度

の
資
格
が
得
ら
れ
、
生
活
に
必
要
な
読

み
書
き
を
学
べ
る
場
、
つ
ま
り
〝
ノ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
〞
を
充
実
さ
せ
て
い

こ
う
と
い
う
動
き
が
高
ま
っ
て
き
た
の

で
す
」。
こ
う
語
る
の
は
、
長
年
こ
の

読
み
書
き
が
学
べ
る

も
う
一
つ
の
教
育

地
域
で
教
育
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た

大
橋
知
穂
専
門
家
。
そ
こ
で
パ
ン
ジ
ャ

ブ
州
の
識
字
局
は
10
年
以
上
に
わ
た

り
、
学
校
に
通
え
な
い
５
〜
14
歳
へ
の

「
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
小
学
校
」、
学
ぶ
機

会
を
逃
し
た
15
〜
35
歳
へ
の
「
識
字
教

室
」
を
通
じ
て
、
識
字
率
の
向
上
を
目

指
し
て
き
た
。

　
現
地
の
人
た
ち
の
努
力
も
あ
り
、
少

し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
き
た
ノ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
教
育
。
し
か
し
、
教
職
の
資

格
が
な
く
、
教
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分

で
な
い
先
生
も
多
く
、
教
育
の
質
に
関

し
て
は
改
善
す
べ
き
点
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
そ
こ
で
こ
の
約
10
年
、
日
本
と
共

特集 基礎教育
学びやで輝く

に
、
教
材
作
成
や
識
字
局
職
員
へ
の
研

修
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。

　
大
橋
専
門
家
が
何
よ
り
も
心
掛
け
て

き
た
こ
と
。
そ
れ
は
〝
現
場
主
導
〞
だ
。

現
地
の
人
た
ち
に
当
事
者
意
識
が
な
け

れ
ば
、何
を
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。

そ
こ
で
教
材
作
り
で
は
、
学
習
項
目
な

ど
を
決
め
る
初
期
段
階
か
ら
、
現
地
の

視
点
で
考
え
ら
れ
る
人
を
巻
き
込
む
こ

と
に
し
た
。「
な
か
な
か
適
任
者
が
見

つ
か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
新
し
い
取

り
組
み
に
対
す
る
抵
抗
が
あ
る
人
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
」。

　
い
ざ
作
り
始
め
て
か
ら
も
、
一
筋
縄

に
は
い
か
な
か
っ
た
。

「
従
来
の
教
科
書
は
、

文
字
の
説
明
ば
か
り
。

分
か
り
や
す
く
、
実

用
性
を
持
た
せ
る
た

め
、
日
本
の
教
材
を

見
て
も
ら
い
な
が
ら

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
努

め
ま
し
た
」。す
る
と
、

最
初
は
識
字
局
か
ら

の
指
示
を
た
だ
待
つ

だ
け
だ
っ
た
現
場
の

担
当
官
た
ち
も
、
保

健
衛
生
局
や
農
業
局

な
ど
他
の
部
署
に
も

声
を
掛
け
、
生
活
に

役
立
つ
知
識
が
学
べ

る
授
業
づ
く
り
に
取

り
組
み
始
め
た
。

　
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
学
ぶ
側
に

も
変
化
が
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
舞
台

の
一
つ
が
、
社
会
的
に
疎
外
さ
れ
た
貧

し
い
人
た
ち
が
働
く
レ
ン
ガ
工
場
。
こ

れ
ま
で
工
場
の
手
伝
い
の
た
め
学
校
に

行
け
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
午
前

中
は
工
場
の
そ
ば
に
あ
る
ノ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
小
学
校
で
学
び
、
午
後
か
ら
手
伝

い
を
す
る
と
い
う
生
活
に
変
わ
っ
て
き

た
。
家
の
事
情
に
合
わ
せ
て
通
学
時
間

は
調
整
で
き
、
労
働
時
間
が
削
ら
れ
る

こ
と
を
心
配
し
て
い
た
親
も
読
み
書
き

を
学
ぶ
大
切
さ
に
理
解
を
示
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
学
び
の
機
会
を
得
た
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
自
身
が
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

き
た
。「
自
分
の
子
が
電
気
料
金
の
請

求
書
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
う

れ
し
そ
う
に
近
所
の
人
に
自
慢
し
て
い

た
親
御
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年

上
の
人
に
対
す
る
態
度
が
良
く
な
っ
た

り
、
健
康
や
衛
生
に
気
を
付
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
変
化
で
す

ね
」
と
大
橋
専
門
家
は
話
す
。「
医
者

に
な
り
た
い
」「
先
生
に
な
り
た
い
」

な
ど
将
来
の
夢
も
広
が
り
、
未
来
を
見

つ
め
る
表
情
は
生
き
生
き
と
し
て
い

る
。

　
今
年
に
入
っ
て
、
日
本
の
協
力
で
作

ら
れ
た
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
で
正
式

に
承
認
さ
れ
た
。
確
実
に
根
付
き
つ
つ

学
び
を
通
じ
て

人
生
が
変
わ
っ
た

あ
る
新
し
い
教
育
の
形
は
、
こ
れ
か
ら

全
国
展
開
さ
れ
る
計
画
だ
。「
ま
ず
は

校
舎
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
と

こ
ろ
か
ら
、
現
地
政
府
に
働
き
掛
け
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
パ
キ
ス
タ
ン
事
務
所
の
稲
垣
良
隆
さ

ん
。
小
学
校
を
卒
業
し
て
も
中
学
校
が

近
く
に
な
い
な
ど
、
上
の
教
育
過
程
に

進
む
こ
と
が
難
し
い
現
実
が
あ
る
こ
と

も
課
題
。
さ
ら
に
、
将
来
の
た
め
に
学

校
で
の
学
び
が
就
職
へ
と
つ
な
が
る
仕

組
み
づ
く
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
誰

も
が
自
分
自
身
で
道
を
切
り
開
い
て
い

く
力
を
育
め
る
国
と
な
る
よ
う
に
、
さ

ら
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
稲
垣
さ
ん
は
語
る
。

　
読
み
書
き
が
で
き
る
喜
び
が
、
未
来

を
照
ら
し
始
め
た
パ
キ
ス
タ
ン
。
全
て

の
子
ど
も
が
教
育
を
受
け
ら
れ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
一
歩
一
歩
、
歩
み

を
進
め
て
い
る
。

オカラ県にあるノンフォーマル小学校の授業をサポートする大橋専門家（左）

［上］成人向けの教室では、裁縫や家庭菜園など収入
につながる技術も教えている
［下］パンジャブ州で多くの人が働くレンガ工場。低賃
金で過酷な労働だが、学ぶ機会を得たことでみんな生
き生きとしてきた

教材として使われている「My Book」。日記のような感覚で、楽しみ
ながら書くことを学べるPakistan

from
パキスタン

〝読み書き〟できる
 喜びを全ての人に

読み書きを学ぶ子どもたち。ノンフォーマル教育を受ける7割以上が女性といわれている

学校に行く機会を奪われ、読み書きができない。
そんな人が多くいるパキスタン。
日本は約10年前から、学びの機会がない人たちへの支援を続けている。
その成果が少しずつ実を結び始めている。

〝読み書き〞できる喜びを全ての人に
学校に行く機会を奪われ、生活に必要な読み書きができない。
そんな人が、パキスタンにはたくさんいる。
そこで約10年前から、学びの機会がない人たちへの支援を続けている日本。
その成果が少しずつ実を結び始めている。

パン
ジャブ州

イスラマバード
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特集 基礎教育
学びやで輝く

は、幼稚園で友達や先生とおしゃべりをするのが大好きです。
麻生先生と初めて会った時もうれしくて、家族のこととかいろ

いろな話をしました。
　そして、負けず嫌いです。ある日、みんなでゲームをして負けてしま
い、悔しくて、誰とも話したくなくて、給食の時間になっても教室の隅
にいました。いつもみたいに担任の先生にたたいて怒られるかなと少
しドキドキしたけど、怒らずに遠くで見守ってくれました。麻生先生が
担任の先生に、僕の気持ちを話してくれたみたいです。少し時間がた
って気持ちが落ち着いたので、
席に戻って給食を食べました。
　次の日、別のゲームをする時
に先生から「今日は負けても泣
いたらだめだよ」と言われたの
で、「今日は泣かないんだ！」と
答えました。前よりゲームに楽
しく参加できるようになった気
がします。負けても「次はもっと
頑張ろう」と思って挑戦してい
ます。

優しい性格のトゥヴゥシンバヤルくん（左）
は、友達と遊ぶのが大好き

オトゥゴンバヤル・トゥヴゥシンバヤル（5歳）くん

は、サモアのサバイイ島の小学校に通っています。今年は最上
級生なので、低学年のお世話も頑張っています。両親が首都

に行くために島を離れる時は、代わりに家事をしたり、兄弟の面倒を
見たりしています。
　優美先生とは２年前に初めて会いました。先生が引っ越して来る
日、朝からそわそわして、バスを降りる姿が見えるとうれしくて思わず
走って駆け寄りました。すぐに仲良くなって、宿題を教えてもらったり、
「2人だけの秘密ね」と言って悩みを相談したりしています。
　先生は授業で「なぜそうなる
の？なぜそう思うの？」とよく聞
きます。これまで全部暗記して
いたので、びっくりしました。最
初は上手に説明できなかったけ
ど、新しいことを知るたびに
「なぜだろう」と考えるようにし
たら、だんだん自分の言葉で言
えるようになりました。将来の
夢に向かって、これからもいろ
いろなことを勉強したいです。

ネットボールが大好きなアリサさん（右）。
この日は他のチームと試合をした

アリサ・ケニ（14歳）さん

麻生祐太郎さん
（青年海外協力隊／幼児教育）が

モンゴルで出会った！

世界の子どもたち

丸山ちさとさん
（青年海外協力隊／青少年活動）が

ガーナで出会った！

髙井優美さん
（青年海外協力隊／小学校教育）が

サモアで出会った！

立塚秀知さん
（日系社会青年ボランティア／野球）が

アルゼンチンで出会った！

国の将来を担う子どもたち。世界各地で活動
するJICAボランティアとの出会いを通じて、
どのように成長したのか聞いてみた。

好きなこと：飛行機のラジコンで遊ぶこと
願い事をするなら？：スタッドレスタイヤ付きの大きな車がほしい
将来の夢：大きい会社の会社員

好きなこと：サモアで人気のスポーツ「ネットボール」
願い事をするなら？：オーストラリアに住みたい
将来の夢：科学者

JICAボランティアが出会った

僕

私

は、ろう学校に通っている小学3年生です。学校で１番好きな
時間、それは放課後です。パソコン教室を使えるので、3年生

の番が来るのを毎週楽しみにしています。最初はマウスもうまく握れ
なかったけど、だんだん上手に使えるようになりました。今では、タイ
ピングソフトや学習ゲームを上級生よりも使いこなせるようになっ
て、自分に自信を持てるようになりました。
　丸山先生ともパソコン教室で知り合いました。先生はいつも子ど
もたちの学年をチェックしたり、使い方を教えてくれたりするので、僕
は自分の番じゃない日にも教室
に行って、お手伝いをしていま
す。最近は、少しずつ分からない
ことや知りたいことをパソコン
で調べられるようになったけど、
検索する時の言葉の選び方の
コツがまだつかめないので先生
に教えてもらっています。もっと
技術を身に付けて、世界中の国
の情報を知っている大人になり
たいです。

アクゥィア・ダズィ・ルイス（11歳）くん

好きなこと：友達と遊ぶこと、勉強、パソコン、写真
願い事をするなら？：パソコンを使うので停電がなくなってほしい
将来の夢：軍隊に入って、国を守りたい

僕

給食で大好物の「ワチェ」を食べるルイスく
ん（右から2人目）

は、ブエノスアイレス州にあるラプラタ日本人会の少年野球チ
ームに所属しています。一番思い出に残っている試合は、昨年

の市の大会の決勝戦です。最終回、相手に3点差で負けている中、僕
に打順が回ってきたのです。「絶対に優勝したい！」。そう思って必死
にボールに食らいつき、8球目でヒットを打つことができました。そこ
から打線がつながり、結果は逆転優勝。立塚コーチも一緒になって
喜んでくれました。
　コーチは野球の技術だけでなく、精神面や礼儀についても教えてく
れます。今まで「自分が楽しけれ
ばいい」と思っていたけれど、周
りを気遣ったり、低学年の面倒
を見たりできるようになりまし
た。あと、みんなグローブやバッ
トを大切に扱うようになりまし
た。僕は今年キャプテンになり
ました。7月には東京で開かれる
世界少年野球大会に出場する
予定です。チームを引っ張り、最
後まで諦めずに戦います。

バッティングの練習に励むレアンドロくんは
4番バッターだ

レアンドロ・山脇（11歳）くん
好きなこと：野球
願い事をするなら？：億万長者になる
将来の夢：アメリカ大リーグの選手になる

僕



　
薄
暗
い
教
室
で
、
一
冊
の
教
科
書
を
奪
い
合

う
よ
う
に
囲
む
子
ど
も
た
ち
。
２
人
掛
け
の
椅

子
に
４
、
５
人
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
座
り
、
中

に
は
授
業
に
興
味
が
持
て
ず
、
ふ
ら
ふ
ら
と
外

へ
出
て
行
っ
て
し
ま
う
子
も
。
先
生
の
姿
は
見

当
た
ら
な
い
。

　「
先
生
、
教
材
、
教
室
な
ど
、
全
て
に
お
い

て
〝
無
い
無
い
尽
く
し
〞
の
状
態
で
し
た
」

　
今
か
ら
２
年
前
、
ラ
オ
ス
北
部
、
ル
ア
ン
パ

バ
ー
ン
県
ヴ
ィ
エ
ン
カ
ム
郡
の
小
学
校
を
訪
れ

た
公
益
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
（
以
下
シ
ャ
ン
テ
ィ
）
の
加
瀬
貴
ラ
オ

ス
事
務
所
長
は
、
村
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

　
国
内
の
１
４
３
郡
の
中
で
、
13
番
目
に
貧
し

い
と
い
わ
れ
る
ヴ
ィ
エ
ン
カ
ム
郡
。そ
れ
故
に
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
も
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

雨
期
に
な
る
と
浸
水
し
て
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な

っ
て
し
ま
う
校
舎
、
乾
期
で
も
大
き
な
川
を
渡

ら
な
い
と
た
ど
り
着
け
な
い
よ
う
な
学
校
。
農

作
業
を
す
る
両
親
の
手
伝
い
や
き
ょ
う
だ
い
の

世
話
な
ど
に
追
わ
れ
、
卒
業
せ
ず
に
辞
め
て
し

ま
う
子
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
し
て
、
学
校
に
通
え
な
く
な
る
も
う
一
つ

の
理
由
。
そ
れ
は
、こ
の
地
域
な
ら
で
は
の「
言

語
」
の
問
題
だ
。
人
口
の
８
割
以
上
が
少
数
民

族
の
こ
の
地
域
に
は
、
民
族
の
数
だ
け
言
語
が

あ
る
。
し
か
し
、
学
校
で
使
わ
れ
る
の
は
公
用

語
の
ラ
オ
ス
語
。
授
業
や
教
科
書
の
内
容
を
な

か
な
か
理
解
で
き
な
い
。

　
加
瀬
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
青
年
海
外
協
力
隊

や
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
と
し
て
、
ア
ジ

ア
各
地
の
教
育
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ

で
も
ラ
オ
ス
で
特
に
驚
い
た
の
は
、
一
人
の
先

生
が
い
く
つ
も
の
学
年
を
掛
け
持
ち
で
担
当
す

る
「
複
式
学
級
」
だ
。
一
コ
マ
の
中
で
、
３
つ

の
学
年
を
渡
り
歩
く
…
。
そ
ん
な
こ
と
も
珍
し

く
な
い
。

　〝
よ
り
困
難
な
人
々
へ
届
く
活
動
〞
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
長
年
に
わ
た
り
、
ラ
オ
ス
で
教
材
作

成
や
図
書
館
整
備
な
ど
の
支
援
を
続
け
て
き
た

シ
ャ
ン
テ
ィ
。
教
育
行
政
官
ら
と
話
し
合
い
を

重
ね
た
結
果
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
支
援
と
し
て

た
ど
り
着
い
た
の
は
、
少
数
民
族
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
の
質
を
上
げ
る
た
め
、
指
導
力
を

高
め
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
先
生
の
数
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
今
す
ぐ

複
式
学
級
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
J
I
C
A
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通

じ
て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
複
式
学
級
の
運

営
能
力
を
高
め
る
研
修
だ
。「
指
導
に
集
中
で

き
ず
、
授
業
が
煩
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
」「
先

生
不
在
で
も
子
ど
も
が
意
欲
的
に
自
主
学
習

を
で
き
な
い
か
」。
そ
ん
な
現
場
の
声
に
応
え

る
た
め
に
、
模
擬
授
業
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
学
び
の
場

を
設
け
る
こ
と
に
。
対
象
は
、
郡
内
の
約
２

４
０
人
の
先
生
、
中
央
の
教
育
ス
ポ
ー
ツ
省
、

県
や
郡
の
教
育
局
の
職
員
な
ど
だ
。

　
し
か
し
、「
す
ぐ
に
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
ま
し

た
」
と
加
瀬
さ
ん
。
現
場
に
根
差
し
た
研
修

に
し
よ
う
と
、
事
前
に
先
生
た
ち
の
悩
み
を

聞
こ
う
と
し
た
が
、
集
ま
っ
た
全
員
が
黙
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
自
分
た
ち
を
評
価
す
る

立
場
に
あ
る
中
央
や
県
、
郡
の
職
員
を
前
に
、

本
音
を
発
言
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
の

だ
。
そ
こ
で
加
瀬
さ
ん
ら
は
、
食
事
会
を
開

く
な
ど
し
て
両
者
の
関
係
を
深
め
る
場
を
つ

く
り
、
先
生
の
苦
悩
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
思

い
、
目
指
す
べ
き
教
育
の
在
り
方
を
と
こ
と

ん
話
し
合
っ
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、「
研
修

で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
を
、
実
際
の
授
業
で

継
続
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
も
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」。
そ
ん
な
声
が
、
行

政
官
か
ら
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

教
育
環
境
の
改
善
に
向
け
て

立
場
を
超
え
た
協
力
を

無
い
無
い
尽
く
し
の

複
式
学
級

　
そ
こ
で
加
瀬
さ
ん
た
ち
は
、
さ
ら
に
「
複
式

学
級
運
営
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
」
講
座
を
企
画
。

指
導
案
作
成
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
先
生
と
行

政
官
が
顔
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、「
授
業
の

流
れ
を
学
年
に
合
わ
せ
て
修
正
し
よ
う
」、「
自

習
時
間
で
も
集
中
で
き
る
質
問
を
設
け
よ
う
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
改
善
案
が
飛
び
交
い
、
実

際
の
授
業
で
生
か
さ
れ
る
仕
組
み
が
で
き
つ
つ

あ
る
。

　
最
終
的
な
目
標
は
、
少
数
民
族
の
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
く
学
べ
る
環
境
づ
く
り
。
ラ
オ
ス
語

に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
加
瀬
さ
ん
ら

は
、
食
べ
物
や
小
物
な
ど
の
絵
を
添
え
た
単
語

カ
ー
ド
、
民
族
に
伝
わ
る
昔
話
の
絵
本
な
ど
の

補
助
教
材
を
作
り
、
そ
の
活
用
方
法
な
ど
も
先

生
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　「
少
数
民
族
の
子
ど
も
た
ち
も
学
び
続
け
て

ほ
し
い
」。
そ
の
思
い
を
一
つ
に
し
た
先
生
と

行
政
官
。
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
に
つ

な
が
る
よ
う
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
ス
タ
ッ
フ
は
こ

れ
か
ら
も
現
場
に
寄
り
添
い
な
が
ら
走
り
続
け

て
い
く
。

現地の子どもたちと交流するラオス事務所長の加瀬
さん。「住んでいる場所や環境に左右されることなく、
将来や希望を選択できる社会になってほしい」

「現場で苦悩する先生たちに役立つ研修をしたい」と、
トレーナー研修に励む郡の行政官たち

研修用に作成したガイドブック

研修参加者の中には、子どもを抱えた母親や１
週間分の大荷物を背負って来る先生もいる

シャンティ国際ボランティア会

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

村の学校を救うために
近年、都市部を中心に経済成長が目覚ましいラオス。

しかし地方の生活は貧しく、子どもたちの教育にも影響が及んでいる。
村の学校の厳しい環境を改善するため、先生と行政官が立ち上がった。

ルアンパバーン県ヴィエンカム郡
の学校。片道2時間ほどの道の
りを歩いて通う子どもたちもいる

郡教育局の職員と加瀬さん（左から４人目）。ヴィ
エンカム郡出身の行政官と先生たちは、同じ目標
に向かって進んでいる

ラオス

ルアンパバーン県
ヴィエンカム郡
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１
９
９
１
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
島
。
海
の
恵
み
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
暮
ら
す
人
々

の
生
活
は
、
何
不
自
由
な
い
よ
う
に
見
え
た
か
ら
だ
。

し
か
し
75
年
の
独
立
以
降
、
長
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
内

戦
の
爪
痕
は
、こ
の
国
の
未
来
に
影
を
落
と
し
て
い
た
。
特
に
、

内
戦
の
影
響
で
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
々
の
状
況
は
深
刻

で
、
貧
困
や
格
差
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
。

高
校
生
の
時
、
母
親
の
勧
め
で
ベ
ト
ナ
ム
の
児
童
養
護
施

設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
し
た
新
村
さ
ん
。
恵
ま
れ

な
い
環
境
の
中
で
懸
命
に
学
ぼ
う
と
す
る
少
女
に
出
会
い
、

「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
大
学
卒
業
後
は
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
就
職
し
た
が
、

「
も
う
一
度
、
国
際
協
力
の
現
場
に
行
き
た
い
」
と
、
協
力
隊

へ
の
参
加
を
決
め
た
。

「
子
ど
も
た
ち
を
元
気
に
す
る
活
動
が
し
た
い
」。
そ
う
張

り
切
っ
て
い
た
が
、
配
属
先
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
役
割
が
十
分
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
悶
々
と
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
た
。「
ど
ん
な
思
い
で
日
本
か
ら
来
た
か
、
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
」
と
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
ス
タ
ッ
フ
に
思
い
切
っ
て
相
談
す
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
初

め
て
、
島
に
は
授
業
に
付
い
て
い
け
ず
、
自
信
を
な
く
し
て

い
る
子
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
彼
ら
の
学
ぶ
意

欲
を
高
め
、
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
こ
そ
、
私
が

す
べ
き
こ
と
だ―

。
新
村
さ
ん
は
地
元
の
小
学
校
を
巡
回
し
、

子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
降
、
島
内
の
４
つ
の
小
学
校
、
２
つ
の
学
童
施
設
で
絵

画
や
工
作
を
教
え
る
な
ど
、
忙
し
く
過
ご
す
新
村
さ
ん
。
そ

ん
な
中
で
、
こ
の
国
の
教
育
の
課
題
が
さ
ら
に
見
え
て
き
た
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
小
学
校
の
授
業
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が

悩
み
、考
え
、動
い
た
先
に

見
つ
け
た
自
身
の
役
割

子
ど
も
た
ち
の

理
解
を
助
け
る
ア
イ
デ
ア
を

使
わ
れ
る
。
し
か
し
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
島
で
は
就
学
前
は
現

地
語
の
マ
ク
ワ
語
し
か
話
せ
な
い
子
が
ほ
と
ん
ど
で
、
高
学

年
に
な
っ
て
も
基
本
的
な
読
み
書
き
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

学
校
に
通
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
の
だ
。

　「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
分
か
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
学
校
が
楽
し

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」。
新
村
さ
ん
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
そ
う
と
、
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
た
り
、
歌
や
手
遊
び
、
絵
本
な
ど
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
手
法
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
先
生
と
ペ
ア
を
組
ん
で
、
授
業
の
計
画

や
実
施
、
振
り
返
り
な
ど
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
し
て
い

っ
た
。

　
そ
う
す
る
と
、
い
つ
も
授
業
に
遅
れ
が
ち
で
、
席
に
つ
い

て
も
集
中
力
の
な
か
っ
た
子
ど
も
に
変
化
が
起
き
て
き
た
。

少
し
ず
つ
授
業
中
に
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
算
数

の
覚
え
歌
を
大
き
な
声
で
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
ま
た
、

「
先
生
、
も
っ
と
問
題
出
し
て
！
も
っ
と
解
き
た
い
！
」
と
ノ

ー
ト
を
持
っ
て
く
る
子
も
増
え
た
。

　「
カ
ツ
ラ
の
ア
イ
デ
ア
が
子
ど
も
た
ち
の
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
」「
絵
本
は
特
に
好
評
ね
。
ま
た
新
し
い
本
を
探
し
て
み

る
わ
」。
巡
回
先
で
ペ
ア
を
組
ん
だ
学
校
の
先
生
か
ら
の
言
葉

が
、
何
よ
り
も
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
一
人
、

ア
メ
リ
コ
・
ジ
ル
ム
ー
ラ
先
生
は
、
新
村
さ
ん
の
提
案
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
放
課
後
も
生
徒
の
家
庭
訪
問
や
、
自
宅

学
習
を
助
け
る
宿
題
プ
リ
ン
ト
の
準
備
な
ど
、
昼
夜
を
問

わ
ず
、
一
緒
に
授
業
を
盛
り
上
げ
て
き
た
。
２
人
で
夢
中
で

で
き
る
こ
と
を
探
し
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

成
績
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

　「
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
興
味
の
幅
を
広
げ
、
彼
ら
の
可
能
性
を
膨
ら
ま
せ
た

い
」。
新
村
さ
ん
は
、
そ
ん
な
使
命
感
を
持
っ
て
、
今
日
も
島

の
学
校
を
巡
回
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
洋
に
面
し
た
美
し
い
海
岸
線
、
ア
フ
リ
カ
や
中
東
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
化
が
融
合
し
た
美
し
い
街
並
み―

。
ア
フ

リ
カ
大
陸
南
東
部
に
位
置
す
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
、
近
年
、

新
た
な
観
光
地
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
こ
の
島
で
私
に
で
き
る
こ
と
な
ん
て
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
」。

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
初
め
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ
渡
っ
た

新
村
桂
さ
ん
は
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
活
動
地
は
、

1988年神奈川県出身。大学卒
業後、人材サービス会社に就
職。2013年9月から青年海外協
力隊（青少年活動）としてモザン
ビークで活動中。

PROFILE
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Story

a

NIIMURA
Katsura

「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
環
境
を
」

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
世
界
遺
産
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
島
で
、教
育
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
新
村
桂
さ
ん
。

学
ぶ
楽
し
さ
を
知
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
変
化
が
、島
の
先
生
た
ち
の
意
欲
も
引
き
出
し
て
い
る
。

d

c

April 2015                       2021　                   April 2015

新
村
　
桂

�
青
年
海
外
協
力
隊
�

b

a.巡回先の学校では、歌や運動を取り入れた授業案を先生たちに提案することも
b.子どもたちの成長を一緒に支えてきたアメリコ先生。授業が終わった後、先生の自宅で意見交換を繰り返した
c.カラフルなイラスト付きのアルファベットカード。現地の先生との共同制作だ
d.学童施設の美術の時間では、ペットボトルのふたや紙パック、トイレットペーパーの芯など身近な材料を使ってものづくりの楽しさを伝えている

「子どもたちの可能性を広げたい」と、日本語や折り紙なども取り入れて授業を工夫している新村さん

モザンビーク
モザンビーク島　



わ
ら
半
紙
に
び
っ
し
り
と
書
か
れ
た
数
字
や

写
真
を
指
し
な
が
ら
、
貧
困
や
病
気
な
ど
世
界

の
深
刻
な
問
題
を
訴
え
る
子
ど
も
た
ち
。
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
調
べ
た
開
発
途
上
国
の
現

実
に
衝
撃
を
受
け
、「
何
か
助
け
に
な
る
こ
と
が

し
た
い
」
と
考
え
出
し
た
の
が
、
こ
の
「
菊
組

喫
茶
」
だ
っ
た
。
そ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た
の
か
、

飲
み
物
代
だ
け
で
な
く
、
お
札
を
取
り
出
し
て

寄
附
す
る
保
護
者
も
い
た
。

そ
う
し
て
こ
の
日
、
集
ま
っ
た
金
額
は
７
４

０
０
円
。
飲
み
物
係
を
担
当
し
て
い
た
大
住
優

斗
く
ん
は
、「
準
備
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
病
気

で
苦
し
む
子
の
役
に
立
て
た
ら
う
れ
し
い
」
と

は
に
か
み
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

実
は
５
年
菊
組
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
国
際
協

力
活
動
の
ほ
ん
の
一
部
。
４
年
生
の
時
か
ら
世

界
の
問
題
に
つ
い
て
調
べ
始
め
、
街
頭
で
の
募

金
活
動
に
加
え
、
衣
類
を
集
め
て
途
上
国
に
送

っ
た
り
、
空
き
缶
を
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て

き
た
。

そ
ん
な
彼
ら
の
熱
意
を
影
で
支
え
、
見
守
っ

て
き
た
の
が
、
担
任
の
原
郁
雄
先
生
だ
。
30
年

以
上
教
壇
に
立
っ
て
き
た
原
先
生
が
、
途
上
国

の
課
題
と
日
本
の
教
育
を
結
び
付
け
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
15
年
ほ
ど
前
だ

と
い
う
。

毎
朝
行
っ
て
い
た
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
当

時
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い
た
中
国
の
反
日
デ
モ

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
子
が
い
た
。
す
る
と
、

そ
の
話
に
刺
激
を
受
け
た
子
が
、
日
本
が
か
つ

て
経
験
し
た
戦
争
に
つ
い
て
調
べ
て
発
表
し
、

さ
ら
に
次
に
発
表
す
る
子
も
、
戦
火
の
中
で
生

「
何
を
飲
み
ま
す
か
？
　
あ
っ
た
か
い
の
あ
り

ま
す
よ
」

２
月
下
旬
、
真
っ
白
な
雪
を
か
ぶ
っ
た
日
本

ア
ル
プ
ス
山
脈
の
麓
。
長
野
県
伊
那
市
立
伊
那

東
小
学
校
で
は
、
こ
の
日
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

授
業
参
観
が
行
わ
れ
た
。
教
室
に
入
っ
て
く
る

父
母
た
ち
を
エ
プ
ロ
ン
姿
で
出
迎
え
た
の
は
、

５
年
菊
組
の
30
人
だ
。

コ
ー
ヒ
ー
、
コ
コ
ア
、
紅
茶
な
ど
６
種
類
の

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
好
き
な
飲
み
物
を
選
ん
で
も
ら

い
、
準
備
し
て
お
い
た
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
と
一

緒
に
手
渡
す
。「
セ
ッ
ト
で
１
０
０
円
で
す
！
」。

そ
う
言
っ
て
手
を
差
し
出
す
は
つ
ら
つ
と
し
た

笑
顔
に
、
思
わ
ず
心
が
な
ご
む
。

そ
ん
な
思
い
が
け
な
い
お
も
て
な
し
に
盛
り

上
が
る
教
室
で
、５
人
が
教
壇
に
上
が
っ
た
。「
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
世
界
に
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

で
亡
く
な
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今

日
の
売
り
上
げ
は
、
彼
ら
を
支
援
す
る
団
体
に

寄
附
し
ま
す
」。

き
る
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
話
し
た
。

そ
う
、自
然
に
教
室
に
〝
共
感
〞
の
輪
が
生
ま
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
関
心
は
世
界
の
貧
困
に
向
い
て

い
っ
た
の
だ
。

「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
た
現
状
の
過

酷
さ
は
、
大
き
な
驚
き
と
な
り
、
深
く
考
え
、

話
し
合
い
、
行
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
な
ど
単
純

に
楽
し
く
て
面
白
い
も
の
に
引
っ
張
ら
れ
が
ち

な
子
ど
も
た
ち
が
、〝
大
事
な
も
の
〞
の
存
在
に

気
付
き
、
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
」
と
振
り

返
る
原
先
生
。
そ
の
成
長
を
目
の
当
た
り
に
し

た
こ
と
が
、
国
際
理
解
教
育
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
教
え
子
の
中
に
は
「
自

分
に
途
上
国
の
こ
と
な
ん
か
関
係
な
い
」
と
言

う
子
も
い
た
。
原
先
生
自
身
も
「
日
本
の
不
自

由
な
い
生
活
の
中
で
貧
困
に
つ
い
て
教
え
て
も
、

自
己
満
足
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
思

い
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
世
界

の
問
題
と
向
き
合
う
時
間
を
生
み
出
す
こ
と
で
、

新
し
い
価
値
観
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、「
今
で
き
る
こ

と
」
を
探
し
始
め
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と

は
揺
る
ぎ
な
い
事
実
だ
。

原
先
生
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
ス
ト
リ

ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
体
験
も
、
子
ど
も
た
ち
が
〝
変

わ
る
〞
き
っ
か
け
と
な
っ
て
き
た
。
路
上
で
暮

ら
す
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
知
り
た
い
と
い

う
声
を
受
け
て
、
原
先
生
が
長
年
に
わ
た
り
企

画
し
て
き
た
の
が
、
学
校
敷
地
内
で
の
１
泊
２

日
の
野
宿
。
住
む
家
も
食
べ
物
も
十
分
に
な
い

路
上
生
活
を
疑
似
体
験
し
、「
帰
る
家
が
な
い
っ

て
す
ご
く
つ
ら
い
」「
布
団
で
眠
る
幸
せ
が
よ
く

分
か
っ
た
」
と
口
々
に
話
す
子
ど
も
た
ち
。
途

上
国
の
現
状
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
自
分
の

生
活
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
。

物
質
的
に
豊
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
遠
い

世
界
の
ど
こ
か
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
〝
自

分
ご
と
〞
と
し
て
考
え
る
の
が
難
し
い
時
代
。

そ
ん
な
中
、「
子
ど
も
た
ち
の
一
番
良
い
部
分
を

引
き
出
し
な
が
ら
、
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
た
い
」
と
い
う
原
先
生
。「
何
と
か
し

た
い
」
と
本
気
で
動
き
出
す
子
ど
も
た
ち
の
活

動
は
、
他
者
を
知
り
、
自
分
と
真
正
面
か
ら
向

き
合
う
勇
気
を
生
み
出
し
て
い
る
。

世
界
の
問
題
に
触
れ
る

喫
茶
店

教
室
で
の
学
び
か
ら

貧
困
問
題
を
考
え
る

病気で命を落としてしまう世界の子どもたちの現状について発表喫茶で出す飲み物は、太陽光も活用して温めたお湯を使用していた街頭で募金活動も実施。積極的に応援してくれる大人たちも増えてきた

世
界
を
知
り
、

自
分
と
向
き
合
う

長
野
県
伊
那
市
に
、国
際
協
力
に
熱
心
に
取
り
組
む
小
学
生
が
い
る
。

彼
ら
を
突
き
動
か
す
の
は
、「
開
発
途
上
国
の
現
状
を
何
と
か
し
た
い
」と

願
う
純
粋
な
心
だ
。

「菊組喫茶」に訪れた母親たちに注文を取る子どもたち

ストリートチルドレンの気持ちを体感するため、学校の屋
外で一夜を明かした

JICA駒ヶ根訓練所で教えるコンゴ出身の語学講師とも
交流を続けている

世界とつながる
教室
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学
生
時
代
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
所
属
し
、ア
フ
リ

カ
の
教
育
現
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

た
中
村
さ
ん
。そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、そ

の
土
地
に
根
付
く
仕
組
み
を
残
す
難
し

さ
。そ
れ
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
協
力
を
実
現
さ

せ
た
い
と
、日
々
業
務
に
励
ん
で
い
る
。

　

中
学
１
年
生
の
時
、
テ
レ
ビ
で
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
見
ま
し
た
。
イ
ン
ド
の

路
上
で
ひ
っ
そ
り
と
命
を
終
え
、
気
に
も
留
め
ら
れ

な
い
人
た
ち
。
彼
ら
を
救
う
た
め
に
、
生
涯
を
さ
さ

げ
た
一
人
の
女
性
。
初
め
て
知
っ
た
現
実
に
衝
撃
を

受
け
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
女
の
よ
う

に
、
人
の
役
に
立
つ
生
き
方
を
し
た
い
。
そ
れ
が
、

国
際
協
力
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

国
際
協
力
に
関
す
る
仕
事
に
就
く
た
め
の
知
識
を

身
に
付
け
よ
う
と
、
大
学
で
は
開
発
学
を
学
び
ま
し

た
。
し
か
し
次
第
に
、「
現
地
に
行
き
、
人
々
が
何

を
感
じ
て
い
る
の
か
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
２
年
間
の
休

学
を
決
意
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
教
員
養
成

学
校
で
英
語
や
社
会
を
教
え
ま
し
た
。

　

大
変
な
が
ら
も
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
活
動
す

る
中
、
あ
る
時
、
隣
国
の
マ
ラ
ウ
イ
の
エ
イ
ズ
検
査

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
た
同
僚
か
ら
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

支
援
が
打
ち
切
ら
れ
た
後
、
セ
ン
タ
ー
を
継
ぐ
人
は

誰
も
い
な
く
な
り
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
話

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
開
発
途
上

国
で
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
現
地
の
人
た
ち
の
手

で
運
営
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
だ
と
痛
感
。
現
地
政

府
と
話
を
し
な
が
ら
、
そ
の
国
の
将
来
の
姿
を
共
に

描
い
て
い
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
こ
そ
が
自
分
が
進
み
た
い

道
だ
と
気
付
い
た
の
で
す
。

　

現
在
は
人
間
開
発
部
で
、
教
育
分
野
の
協
力
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
識
字
教
育
で
す
。

全
て
の
人
た
ち
が
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
生
み
出
し
た
い
―
。

そ
の
一
心
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
現
場

で
は
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
た
く
さ
ん
起
こ
り
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
２
０
１
３
年
に
国
内
の

治
安
が
悪
化
し
、
日
本
人
専
門
家
が
現
地
に
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
期
間
が
続
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
全
国
の
識
字
局
の
行
政
官
を
対
象
に
し
た
研
修

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
時
。
３
年
以
上
か
け
て

作
成
し
て
き
た
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
紙
く
ず
に
な

る
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
―
。
専
門
家
の
切
な
る

思
い
を
受
け
て
必
死
に
対
策
を
考
え
、
ス
カ
イ
プ

を
活
用
し
て
研
修
を
企
画
し
、
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
協
力
に
携
わ
っ
て
い
る

日
本
人
専
門
家
と
協
力
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
成
果
を
日
本
の
人
た
ち
に
伝
え
、
意
見
交

換
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
日
本
で

も
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
ラ
ラ
さ
ん
と

同
世
代
の
人
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
、
学
生
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

提
案
。
子
ど
も
や
女
性
が
学
校
に
行
け
な
い
理
由

や
そ
の
解
決
策
を
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、「
育
児
に

も
教
育
が
重
要
だ
と
知
っ
て
も
ら
う
」「
通
信
教
育
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自
立
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
た
い

パレスチナで理数科教育の質の向上を目指し、プロジェクトを立ち上げるための協議に参
加する中村さん（右手前）

アフガニスタンの特別支援教育についての会議
に出席（前列左から２人目）。現地の渡航制限に
よりアラブ首長国連邦で開催された

From Headquarters

肌
身
で
感
じ
る
国
際
協
力
を

模
索
し
た
学
生
時
代

教
育
分
野
に
お
け
る

日
本
の
役
割
や
意
義
を
実
感

を
地
域
で
運
営
す
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
発
信
も
私
た
ち
の
大
切

な
役
割
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
時
代
に
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
残
す
難
し

さ
を
知
っ
た
か
ら
こ
そ
、〝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
〞を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
相

手
国
の
自
立
や
自
主
性
を
考
え
な
が
ら
、
最
終
的
に

は
「
自
分
の
力
で
や
っ
て
い
け
る
か
ら
も
う
支
援
は

必
要
な
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
が

理
想
で
す
。
学
校
現
場
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
国

の
政
策
の
か
じ
を
取
る
人
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

教
育
分
野
の
支
援
は
、
そ
の
先
の
人
生
を
切
り
開

く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
に
、
と
て
も
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
が
教
育
を
受
け
ら

れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

大学在学中、休学してイギリ
スのNGOで活動。大学院修
了後、2011年にJICAに就
職。青年海外協力隊事務局
を経て、2013年より現職。

JICA人間開発部 
基礎教育第一チーム

中村 真与
NAKAMURA Mayo
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２
月
６
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
田
中
明
彦
理
事
長
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

訪
問
し
、
両
国
の
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
て
、
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
や

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
国
民
民
主
連

盟
議
長
ら
と
会
談
し
ま
し
た
。
大
統
領
は
、

各
分
野
に
お
け
る
日
本
の
協
力
に
つ
い
て

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
経
済

特
区
の
整
備
に
向
け
た
日
本
の
役
割
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
田

中
理
事
長
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
重
要
課
題
で

あ
る
地
方
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
人
材

育
成
・
制
度
構
築
な
ど
に
対
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
協
力
や
そ
の
進
捗
を
伝
え
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
ミ
ャ

ン
マ
ー
開
発
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
田

中
理
事
長
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
評
価
し
た
上
で
、
社
会
・
政
治
・

経
済
が
よ
り
一
層
〝
包
摂
的
〞
な
構
造
へ
転

換
す
る
た
め
に
、
長
期
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
点
を
指
摘
。
そ
の
た
め
に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、「
国
民
の
生
活
向
上
」「
人
材

の
能
力
向
上
」「
持
続
的
経
済
成
長
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の
整
備
」
を
柱
と
し

た
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

９
日
に
は
、
少
数
民
族
地
域
で
あ
る
カ

ヤ
ー
州
で
行
わ
れ
た
「
ロ
イ
コ
ー
総
合
病

院
設
備
計
画
」
の
着
工
式
典
に
出
席
し
ま

し
た
。
同
病
院
は
１
９
５
０
年
代
に
開
設

さ
れ
た
州
で
唯
一
の
総
合
病
院
で
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
無
償
資

金
協
力
を
通
じ
て
、
新
し
い
病
院
棟
の
建

設
、
X
線
診
断
装
置
や
救
急
車
な
ど
の
医

療
設
備
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
保
健
医
療
従
事
者
の
能
力
強
化

を
図
る
技
術
協
力
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

田
中
理
事
長
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
支
援
を
行
い
、
全
て
の
人
が
負
担

可
能
な
費
用
で
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ

バ
レ
ッ
ジ
」
の
実
現
に
向
け
協
力
し
て
い

く
こ
と
を
強
調
。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ヤ
ー

州
の
キ
ン
・
マ
ウ
ン
・
ウ
ー
知
事
か
ら
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
同
州
内
で
実
施
す
る
協
力
に

対
す
る
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ミャンマーのさらなる成長を後押し 01

経済の中心地、ヤンゴンの街並み。近年の成長は著しく、
多くの日本企業が進出に関心を示している（撮影：谷本
美加）

ロイコー総合病院の着工式典で杭打ちを行う田中理事
長（奥）とカヤー州のキン・マウン・ウー知事

03エッセイを通じて、国際協力の未来を考える
　

２
月
28
日
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中

学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
４
」
の
表
彰
式
が
東
京
・
市
ヶ
谷
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
全

国
の
中
学
・
高
校
生
に
開
発
途
上
国
の
現

状
と
国
際
協
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
今
回
は
「
つ
な
が

っ
て
い
る
、
世
界
と
私―

未
来
の
た
め

に
私
が
し
た
い
こ
と―

」
を
テ
ー
マ
に
、

中
学
生
の
部
に
３
万
７
６
６
９
点
、
高
校

生
の
部
に
２
万
８
７
９
３
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

高
橋
怜
さ
ん
（
宮
城
県
・
岩
沼
中
学
校
）

と
、
増
田
愛
理
さ
ん
（
東
京
都
・
雪
谷
高

等
学
校
）
が
代
表
で
あ
い
さ
つ
。
ア
メ
リ

カ
で
教
わ
っ
た
「
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
つ
づ
っ
た
高
橋
さ

ん
は
、「
善
意
の
山
が
世
界
を
動
か
す
か

も
し
れ
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
増

田
さ
ん
は
、
歩
行
を
補
助
す
る
装
具
を
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
送
る
活
動
を
行
っ
た
こ
と

で
、「
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
身
近
に
感

じ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

高校生の部を代表して受賞の言葉を述べる増田さん

02　東日本大震災から4年―仙台で防災を考える
　

３
月
14
日
か
ら
５
日
間
、
世
界
各
国

の
防
災
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
防
災

戦
略
を
議
論
す
る
「
第
３
回
国
連
防
災

世
界
会
議
」
が
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
幕
を
前
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

主
催
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
田
中
明
彦
理
事
長
が
基
調
講
演
を

行
い
、
あ
ら
ゆ
る
開
発
政
策
や
計
画
に

防
災
の
視
点
を
導
入
す
る〝
防
災
の
主
流

化
〞の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
各
国
の

首
脳
や
国
際
機
関
の
代
表
も
続
い
て
登

壇
し
、
防
災
に
お
け
る
中
央
政
府
の
役

割
や
、
事
前
投
資
の
必
要
性
に
つ
い
て

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
日
に
「
防
災
と
人
間
の
安

全
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
田
中
理
事

長
が
「
防
災
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
必
然

的
に
人
間
的
・
社
会
的
要
素
に
配
慮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
も
包
摂
的
で
人
々
を
中
心
に
据
え

た
取
り
組
み
を
進
め
、
被
災
地
が
再
び

自
然
災
害
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮

し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

JICAの田中明彦理事長がパネリストとして参加した国際シ
ンポジウム

し
ん
ち
ょ
く



　
２
０
０
９
年
、
単
身
で
世
界
一
周
の
旅
を
し
た
。
毎
日

が
地
球
を
巡
る
大
冒
険
。
３
カ
月
弱
で
15
カ
国
、
最
高
に

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
。

　「
旅
の
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
、
よ
く
聞
か
れ
る
。

答
え
は
シ
ン
プ
ル
だ
。
た
だ
、
地
球
を
一
周
し
た
か
っ
た

か
ら
。
地
球
儀
を
回
し
て
眺
め
る
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
も

た
く
さ
ん
の
国
が
あ
る
。
そ
ん
な
世
界
を
全
身
で
体
感
し

た
い
。
そ
の
衝
動
こ
そ
が
、
旅
の
出
発
点
だ
っ
た
。

　
当
時
、
私
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
在
職
中
だ
っ

た
が
、
自
分
の
思
い
に
従
っ
て
動
き
始
め
る
と
、
不
思
議

と
全
て
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
そ
ろ
っ
た
。
宇
宙
に
は
、
そ
う

い
う
力
学
が
働
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
自
分
の
仕
事
を
回

し
な
が
ら
、
世
界
一
周
が
実
現
し
た
。

　
日
本
か
ら
西
回
り
。
東
南
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
、
中
米
、
大
洋
州
と
地
球
を
グ
ル
っ

と
一
周
し
た
。
毎
日
、気
の
赴
く
ま
ま
に
行
き
先
を
決
め
、

新
し
い
町
で
、
新
し
い
人
に
出
会
い
、
新
し
い
価
値
観
を

体
感
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
を
巡
礼

し
た
後
、
兵
士
と
共
に
バ
ス
に
乗
っ
て
死
海
に
た
ど
り
着

＜Profile＞
やなか・しゅうご
1978年静岡県出身。東京大学大学院
工学系研究科修了。外資・戦略コンサ
ルティング会社を経て、新規ビジネス立
ち上げの専門家として起業。国際教育
NGO「Learning Across Borders」共
同ディレクターを兼務。ビジネス・ブレーク
スルー（BBT）大学教員、ラジオDJ／
MCとしても活躍。

19
アフリカの大地を自転車で
駆け抜けた。道中には、多
くの出会いがあふれていた
（モロッコ）

マサイ族の村を訪問すると、村長の家族が出迎えてくれた（タンザニア）野生の動物たちが群がる草原を、ランドクルーザーで一気に駆け抜けた
（タンザニア）

「Learning Across Borders」のスタディープログラムで、日本の大学生
を引率してバンコク郊外の村にファームステイ（タイ）

き
、
湖
上
を
漂
流
し
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
に
思
い
を
は
せ
た
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て

マ
サ
イ
族
の
村
を
訪
ね
、
セ
レ
ン
ゲ
テ
ィ
国
立
公
園
で
ヌ
ー

の
大
群
と
交
流
し
た
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
革
命
家
チ
ェ
・
ゲ

バ
ラ
の
名
の
も
と
に
シ
ガ
ー
と
モ
ヒ
ー
ト
で
乾
杯
し
、
味
わ

い
深
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
に
囲
ま
れ
な
が
ら
カ
リ
ブ
の
歴
史

を
し
の
ん
だ
。

　
自
分
の
ワ
ク
ワ
ク
感
に
身
を
任
せ
て
そ
の
土
地
に
入
っ
て

い
く
と
、
面
白
い
こ
と
に
、
出
会
っ
た
人
々
か
ら
芋
づ
る
式

に
リ
ア
ル
な
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
本
や
雑
誌
で
は
決
し
て

知
り
得
る
こ
と
の
な
い
現
地
の
魅
力
、
美
し
く
見
え
る
街
の

背
後
に
潜
む
根
深
い
社
会
問
題
。
そ
れ
ら
は
全
て
、
世
界
の

ニ
ュ
ー
ス
を
〝
自
分
ご
と
〞
と
し
て
考
え
る
ト
リ
ガ
ー
に
な

っ
た
。
今
で
も
中
東
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
れ
ば
イ
ス
ラ
エ

ル
で
の
経
験
が
思
い
出
さ
れ
る
し
、
ア
フ
リ
カ
の
記
事
を
見

れ
ば
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
経
験
と
ひ
も
付
け
て
考
え
る
。
知

っ
て
い
る
こ
と
と
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
の
差
は
、
そ
こ
に

如
実
に
表
れ
る
。
旅
の
経
験
は
、
か
け
が
え
の
な
い
世
界
と

の
つ
な
が
り
を
与
え
て
く
れ
た
。

　
今
あ
ら
た
め
て
世
界
各
地
に
目
を
向
け
る
と
、
日
々
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
き
ち
ん
と
目

を
向
け
て
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
と
て
も
大
切
だ
。

た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
最
初
か
ら
「
問
題
、
問
題…

」

と
ス
ト
イ
ッ
ク
に
教
科
書
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
の
も
無

理
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
自
分
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
テ
ー
マ

か
ら
世
界
と
つ
な
が
る
ほ
う
が
、一
気
に
身
近
な
話
に
な
る
。

世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
を
見
た
い
、
世
界
の
芸
術
に
触
れ
た
い
、

世
界
の
食
を
堪
能
し
た
い…

。
そ
ん
な
シ
ン
プ
ル
な
衝
動
を

大
切
に
し
、
自
分
ら
し
い
入
り
口
で
世
界
に
つ
な
が
れ
ば
、

自
然
と
足
を
運
び
た
く
な
る
も
の
だ
。
そ
し
て
、
思
い
切
っ

て
意
中
の
国
に
足
を
運
べ
ば
、
現
地
の
魅
力
と
共
に
自
ず
と

課
題
も
見
え
て
く
る
。
そ
の
実
体
験
こ
そ
、
世
界
の
問
題
を

理
解
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
思
う
。

　
実
は
、
そ
ん
な
体
感
的
な
学
び
の
機
会
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
国
際
教
育
活
動
を
、
15
年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
い
る
。
活

動
の
母
体
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
身
の
教
育
者
ド
ワ

イ
ト
・
ク
ラ
ー
ク
氏
が
設
立
し
た
国
際
教
育
N
G
O
「Le

-arning A
cross Borders

」。
私
は
共
同
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
、
日
本
の
大
学
生
を
対
象
に
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
引
率
す
る
ス
タ
デ
ィ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
。
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、“Learning by Experience”

。
国
際
機
関
や
N
G

O
を
訪
ね
た
り
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、
社
会
問
題

の
現
場
に
足
を
運
ん
だ
り
す
る
。
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
絶
大

で
、
数
週
間
で
参
加
メ
ン
バ
ー
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
の
が
リ
ア
ル
に
分
か
る
。

　
世
界
と
い
か
に
つ
な
が
る
か
。そ
の
方
法
は
多
種
多
様
だ
。

し
か
し
ど
ん
な
に
技
術
が
進
歩
し
て
も
、
生
身
の
体
で
現
場

を
体
験
す
る
こ
と
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
一
度
、
異
国
に
足

を
踏
み
入
れ
れ
ば
、そ
こ
に
は
五
感
で
味
わ
う
世
界
が
あ
る
。

そ
し
て
、人
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
そ
の
実
体
験
が
あ
れ
ば
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
国
そ
の
街
と
の
つ
な
が
り
は
続
く

も
の
だ
と
強
く
思
う
。

　
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
百
見
は
一
体
験
に
し
か
ず
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
テ
ー
マ
を
入
り
口
に
、
一
度
、

外
へ
飛
び
出
し
て
み
る
の
は
意
味
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
う
、
世
界
は
最
高
に
面
白
い
の
だ

と
。

谷
中 

修
吾

ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
イ
タ
ー
／

国
際
教
育
N
G
O
主
宰

世
界
を
ま
る
ご
と

体
感
す
る
旅
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の
能
力
強
化
を
図
り
、
今
で
は
周
辺
諸
国

の
教
員
の
た
め
の
研
修
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
事
例
で
、
人
づ
く
り
を

重
視
す
る
日
本
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
し
い
「
開
発
協
力
大
綱
」
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
島
し
ょ
国
の
よ
う
に
所
得

水
準
だ
け
で
は
計
れ
な
い
、
特
別
な
ぜ
い

弱
性
を
持
つ
国
へ
の
支
援
を
含
め
、
質
の

高
い
成
長
と
そ
れ
を
通
じ
た
貧
困
削
減
や
、

地
球
規
模
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た

持
続
可
能
で
強
じ
ん
な
国
際
環
境
の
構
築

な
ど
を
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
、「
国
際
社

会
の
取
り
組
み
を
リ
ー
ド
し
、
日
本
を
含

む
国
際
社
会
の
平
和
と
繁
栄
を
よ
り
確
か

な
も
の
に
し
て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い

く
」
と
し
て
い
ま
す
。

年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
が
始
ま
っ

て
50
年
。カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、日
本
が

初
め
て
青
年
海
外
協
力
隊
員
を
派
遣
し
た

国
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
６
０
０
人
を
超

え
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
初
代
派
遣
隊
員

と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
水
泳
指
導
に
取
り

組
ん
だ
中
村
昌
彦
さ
ん
と
教
え
子
の
ヘ

ム
・
ト
ン
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。中
村

さ
ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
降
り
立
っ
た
の
は

１
９
６
６
年
１
月
。ま
だ
内
戦
前
で
、
首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
は〝
東
南
ア
ジ
ア
の
パ
リ
〞と

も
呼
ば
れ
た
美
し
い
街
で
し
た
。

　「
と
に
か
く
厳
し
い
指
導
者
で
し
た
」。

当
時
水
泳
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
選
手

だ
っ
た
ト
ン
さ
ん
は
、
中
村
さ
ん
の
指
導

ぶ
り
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。練
習
中
に

こ
っ
そ
り
水
の
中
で
泣
い
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
か
。ト
ン
さ
ん
は
そ
の
後
の
ポ

ル
・
ポ
ト
時
代
を
生
き
抜
い
た
、
数
少
な

い
教
え
子
の
一
人
。破
壊
さ
れ
尽
く
し
た

こ
の
国
で
水
泳
の
復
興
に
取
り
組
ん
だ
彼

の
出
発
点
と
な
っ
た
の
が
、
中
村
さ
ん
に

学
ん
だ
厳
し
く
も
理
に
か
な
っ
た
指
導
法

で
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
今
、
空
前
の
投
資
ブ
ー

ム
で
す
が
、
国
づ
く
り
は
ま
だ
途
上
で
す
。

中
村
さ
ん
は
２
０
０
９
年
に
69
歳
で
亡
く

な
り
、
ト
ン
さ
ん
も
今
回
の
取
材
を
受
け

て
間
も
な
く
、
今
年
１
月
に
72
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
協
力
隊
員
の

軌
跡
は
開
発
途
上
国
の
人
々
と
〝
共
に
生

き
る
〞と
い
う
原
点
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

青

「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

年
、
前
年
度
を
中
心
と
し
た
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
実
績
や
今

後
の
展
望
な
ど
を
外
務
省
が
取
り
ま
と
め

て
い
る
年
次
報
告
書
「
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
白
書
」。
そ
の
２
０
１
４
年
版
が
３

月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
２
０

１
４
年
に
60
周
年
を
迎
え
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
成

果
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
今
後
の
日
本
の

開
発
協
力
の
方
向
性
を
説
明
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
年
代
ご
と
に
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
役
割
や

課
題
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の
変

化
な
ど
を
紹
介
。Ｏ
Ｄ
Ａ
は
日
本
の
経
済
成

長
に
伴
い
量
的
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
開
発
課
題
が
多

様
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
求
め

ら
れ
る
役
割
が
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う

歴
史
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
具
体
例
と

し
て
、
保
健
医
療
、
防
災
を
は
じ
め
、
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
別
の
取
り
組
み
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
特
色
を
、①
自

助
努
力
の
後
押
し
、②
持
続
的
な
経
済
成

長
、③
人
間
の
安
全
保
障
の
３
つ
に
分
類

し
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
例
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。①
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、

ケ
ニ
ア
で
の
理
数
科
教
育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
研
修
を
通
じ
て
現
地
の
教
員

毎

60年の歩みを
次の成長へ

ODA政策

「2014年版政府開発援助（ODA）白書」

日本政府が3月に公表した「2014年版
政府開発援助（ODA）白書」。2014年に
60周年を迎えたODAの道筋とは。

ODA政策

連
な
ど
の
国
際
機
関
で
働
き
た
い
。

そ
ん
な
夢
を
抱
く
優
秀
な
日
本
の

若
者
を
対
象
に
、
外
務
省
・
国
際
機
関
人

事
セ
ン
タ
ー
は
、「
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｊ
Ｐ
Ｏ
）

派
遣
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
制
度
は
、
将
来
的
に
国
際

機
関
の
正
規
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と

を
志
望
す
る
日
本
人
を
対
象
に
、
日
本
政

府
が
派
遣
に
必
要
な
経
費
（
給
与
・
手
当

て
な
ど
）
を
負
担
す
る
と
い
う
も
の
。
原

則
２
年
間
、
各
機
関
で
職
員
と
し
て
勤
務

す
る
こ
と
で
、
必
要
な
経
験
を
積
み
な
が

ら
人
脈
を
形
成
し
、
最
終
的
に
正
規
職
員

と
し
て
の
採
用
を
目
指
し
ま
す
。

　
募
集
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
７
日

「JPO派遣制度」

世界を舞台に
働きたい若者にチャンス！

ま
で
。
応
募
資
格
は
35
歳
以
下
（
２
０
１
５

年
４
月
１
日
現
在
）
で
、
外
務
省
が
派
遣
取

り
決
め
を
結
ん
で
い
る
国
際
機
関
の
業
務

に
関
連
す
る
分
野
の
修
士
号
を
取
得
、
ま

た
は
２
０
１
５
年
９
月
末
ま
で
に
取
得
見

込
み
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
修
士
号
取
得
分

野
に
関
連
す
る
職
種
に
お
い
て
、
２
０
１

５
年
９
月
末
ま
で
に
２
年
以
上
の
職
務
経

験
（
ア
ル
バ
イ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ン
は
含
ま

な
い
）
が
必
要
で
、
英
語
で
職
務
遂
行
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
派
遣
取
り
決
め
を
結
ん
で
い
る
国
際
機

関
は
30
以
上
。
興
味
の
あ
る
人
は
、外
務
省
・

国
際
機
関
人
事
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w
.m
ofa-irc.go.jp/jpo/boshu.

htm
l

）
で
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
。

表紙写真：マラウイで
活動する青年海外協
力隊員
（撮影：今村健志朗）

フィリピンで、小児呼吸感染症の実態調査のため家庭訪問をする現
地の看護師と玉記雷太専門家（写真：谷本美加）

Me�age from Cambodia
青年海外協力隊、50年の歴史

J
I
C
A
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
　
　  

木
村 
文  

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。

国

協力隊員の中村さんと
の思い出を語るトンさん
（2014年10月撮影）

1960年代のナショナルチームの選手たちと中村さん（前列中
央）とトンさん（右端）

国連世界食糧計画（WFP）タンザニア事務所で働く唐須史嗣さん（右端）
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ルワンダの首都キガリで出会った
少女コロンべ（右）。戦災孤児であ
る彼女は、幼なじみのガボといつ
も一緒にいた（2000年）

女
性
は
堕
胎
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
暴
行
に
よ
る
心
の
傷
は

あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
乳
幼
児
の
遺
棄
が

相
次
い
だ
。
コ
ロ
ン
ベ
も
そ
の
悲
劇
か
ら

生
ま
れ
た
一
人
だ
っ
た
。

　
出
会
い
は
98
年
。
首
都
キ
ガ
リ
の
中
心

部
に
あ
る
「
T
O
F
U
」
と
い
う
名
の
豆

腐
屋
を
取
材
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。
オ
ー

ナ
ー
は
、
ル
ワ
ン
ダ
人
女
性
マ
ド
レ
ー
ヌ

（
当
時
33
歳
）。
留
学
先
の
カ
ナ
ダ
で
豆
腐

に
出
会
っ
た
彼
女
は
、
そ
の
栄
養
価
の
高

さ
に
加
え
、
製
造
過
程
で
生
ま
れ
る
お
か

ら
や
豆
乳
も
食
料
不
足
に
有
効
活
用
で
き

る
と
感
じ
た
。
内
戦
終
結
直
後
に
帰
国
し

て
「
T
O
F
U
」
を
開
き
、
飢
え
に
苦
し

む
人
々
を
助
け
て
き
た
。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
の
取
材
を
始
め
て
20
年
。

そ
の
う
ち
の
17
年
、
あ
る
一
人
の
少
女
の

成
長
を
撮
影
し
続
け
て
い
る
。
名
前
は
コ

ロ
ン
ベ
。
乳
飲
み
子
の
時
、
母
親
に
捨
て

ら
れ
た
戦
災
孤
児
だ
。
１
９
９
０
年
代
、

ル
ワ
ン
ダ
内
戦
の
取
材
を
通
じ
て
、
人
間

の
持
つ
狂
気
の
深
淵
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

つ
け
ら
れ
、
全
て
に
絶
望
し
か
け
て
い
た

私
に
、
希
望
の
道
を
示
し
て
く
れ
た
恩
人

で
も
あ
る
。

　
国
内
で
80
〜
1
0
0
万
人
の
犠
牲
者
を

出
し
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
大
量
虐
殺
）。

そ
の
裏
側
で
は
、
民
族
浄
化
を
目
的
と
し

た
女
性
に
対
す
る
性
的
暴
行
も
多
発
し
て

い
た
。
当
時
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
数
を

占
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
被
害

未
来
を
つ
な
ぐ

家
族
写
真

Rwanda
［ルワンダ］

写真・文＝下村靖樹（ジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.79

　「
こ
の
子
は
ね
、
私
が
郊
外
の
村
を
訪

問
し
た
帰
り
道
、
数
枚
の
新
聞
紙
に
く
る

ま
れ
て
孤
児
院
の
前
に
置
か
れ
て
い
た

の
。
今
に
も
消
え
入
り
そ
う
な
弱
々
し
い

声
で
泣
い
て
い
た
か
ら
抱
き
上
げ
る
と
、

ピ
タ
ッ
と
泣
き
や
ん
で
、
私
に
笑
い
か
け

て
く
れ
た
の
よ
。
そ
の
笑
顔
を
見
て
、
私

は
彼
女
を
引
き
取
ろ
う
と
決
め
た
の
」

　
見
慣
れ
ぬ
外
国
人
の
私
を
警
戒
し
た
の

か
、
そ
う
話
す
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
後
ろ
に
最

初
は
隠
れ
て
い
た
コ
ロ
ン
ベ
。
し
か
し
、

カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
写
真
を
撮
り
始
め
る

と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
に
興
味
を
引
か
れ
た

の
か
、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
で
近
付
い
て
き
た
。

　
レ
ン
ズ
越
し
に
向
け
ら
れ
る
愛
く
る
し

い
笑
顔
、
曇
り
の
な
い
無
垢
な
瞳
。
そ
こ

に
私
は
、
絶
望
の
先
に
開
か
れ
る
未
来
へ

の
可
能
性
を
感
じ
た
。
誰
か
ら
も
祝
福
さ

すっかり大きくなったコロンベ（中央）。おしゃれが大好きな心優しい女性に育った（2014年）

コロンベとの最初の出会い。TOFUの従業員の家族にもかわいがられていた（1998年）

a.内戦終結から10年の節目に建てられた
虐殺記念館。内戦を経験した語り部が、そ
の歴史を語り継いでいる（2004年）
b.マドレーヌとコロンベ。1998年に撮影し
た時と同じショットで（2005年）
c.私の影響を受けてか、カメラが大好きな
コロンベ。近所の人たちを撮っては、「うま
く撮れてる？」と見せてくる（2009年）

キガリの中心部にあった工業地帯。機械の部品などが売られていたが、今はもうなくなってしまった（1996年）

おぼろ豆腐を作るマドレーヌ。おからをクッキーにしたり、豆乳を貧しい人た
ちに配給していた（1998年）

コロンベを抱き上げるマドレーヌは、まるで本当の
母親のようだった（1998年）

豆腐が買えるようになったと、当時現地の日本人に話題になったTOFU。日本の豆腐よりは少し硬かったが、多く
の人に喜ばれた（1998年）

れ
ず
生
ま
れ
て
き
た
こ
の
少
女
が
、
や
が

て
結
婚
し
て
子
ど
も
を
産
む
か
も
し
れ
な

い
。
も
し
そ
の
子
に
こ
の
少
女
が
心
か
ら

の
愛
情
を
注
げ
た
な
ら
、
憎
し
み
と
悲
し

み
の
連
鎖
が
、
一
つ
終
わ
る
の
で
は
な
い

か
｜
。

　
あ
れ
か
ら
17
年
。
紆
余
曲
折
あ
っ
た
も

の
の
、
コ
ロ
ン
ベ
は
多
く
の
愛
情
を
受
け

て
す
く
す
く
と
育
ち
、
い
つ
の
間
に
か
私

の
背
を
追
い
抜
き
、
最
近
は
髪
に
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
を
付
け
始
め
た
。
一
歩
一
歩
、

大
人
の
女
性
に
近
付
い
て
い
る
。

　
世
界
中
で
た
だ
一
人
、
自
分
と
血
が
つ

な
が
っ
た
赤
ん
坊
を
愛
お
し
そ
う
に
腕
に

抱
き
、
最
愛
の
男
性
と
一
緒
に
優
し
く
ほ

ほ
笑
む
コ
ロ
ン
ベ
。
そ
ん
な
〝
始
ま
り
の

一
枚
〞
を
撮
る
ま
で
、
私
は
ル
ワ
ン
ダ
に

通
い
続
け
る
。

a

c b

む
　
く
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タンザニア国境付近。内戦後、
ルワンダに帰還する難民たちで
あふれていた（1995年）

コロンベ（左）と近所の子どもたち（2001年）

反抗期なのか、カメラを向けてもそっぽを向き、ほとんど口もきいてく
れない時期もあった（2002年）

残虐な過去があったとは思えないほど、美しい光景が広がるキガリ。中産階級が暮らす新興住宅地がある（2010年）
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ルワンダの首都キガリで出会った
少女コロンべ（右）。戦災孤児であ
る彼女は、幼なじみのガボといつ
も一緒にいた（2000年）

女
性
は
堕
胎
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
暴
行
に
よ
る
心
の
傷
は

あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
乳
幼
児
の
遺
棄
が

相
次
い
だ
。
コ
ロ
ン
ベ
も
そ
の
悲
劇
か
ら

生
ま
れ
た
一
人
だ
っ
た
。

　
出
会
い
は
98
年
。
首
都
キ
ガ
リ
の
中
心

部
に
あ
る
「
T
O
F
U
」
と
い
う
名
の
豆

腐
屋
を
取
材
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。
オ
ー

ナ
ー
は
、
ル
ワ
ン
ダ
人
女
性
マ
ド
レ
ー
ヌ

（
当
時
33
歳
）。
留
学
先
の
カ
ナ
ダ
で
豆
腐

に
出
会
っ
た
彼
女
は
、
そ
の
栄
養
価
の
高

さ
に
加
え
、
製
造
過
程
で
生
ま
れ
る
お
か

ら
や
豆
乳
も
食
料
不
足
に
有
効
活
用
で
き

る
と
感
じ
た
。
内
戦
終
結
直
後
に
帰
国
し

て
「
T
O
F
U
」
を
開
き
、
飢
え
に
苦
し

む
人
々
を
助
け
て
き
た
。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
の
取
材
を
始
め
て
20
年
。

そ
の
う
ち
の
17
年
、
あ
る
一
人
の
少
女
の

成
長
を
撮
影
し
続
け
て
い
る
。
名
前
は
コ

ロ
ン
ベ
。
乳
飲
み
子
の
時
、
母
親
に
捨
て

ら
れ
た
戦
災
孤
児
だ
。
１
９
９
０
年
代
、

ル
ワ
ン
ダ
内
戦
の
取
材
を
通
じ
て
、
人
間

の
持
つ
狂
気
の
深
淵
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

つ
け
ら
れ
、
全
て
に
絶
望
し
か
け
て
い
た

私
に
、
希
望
の
道
を
示
し
て
く
れ
た
恩
人

で
も
あ
る
。

　
国
内
で
80
〜
1
0
0
万
人
の
犠
牲
者
を

出
し
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
大
量
虐
殺
）。

そ
の
裏
側
で
は
、
民
族
浄
化
を
目
的
と
し

た
女
性
に
対
す
る
性
的
暴
行
も
多
発
し
て

い
た
。
当
時
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
数
を

占
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
被
害

未
来
を
つ
な
ぐ

家
族
写
真
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　「
こ
の
子
は
ね
、
私
が
郊
外
の
村
を
訪

問
し
た
帰
り
道
、
数
枚
の
新
聞
紙
に
く
る

ま
れ
て
孤
児
院
の
前
に
置
か
れ
て
い
た

の
。
今
に
も
消
え
入
り
そ
う
な
弱
々
し
い

声
で
泣
い
て
い
た
か
ら
抱
き
上
げ
る
と
、

ピ
タ
ッ
と
泣
き
や
ん
で
、
私
に
笑
い
か
け

て
く
れ
た
の
よ
。
そ
の
笑
顔
を
見
て
、
私

は
彼
女
を
引
き
取
ろ
う
と
決
め
た
の
」

　
見
慣
れ
ぬ
外
国
人
の
私
を
警
戒
し
た
の

か
、
そ
う
話
す
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
後
ろ
に
最

初
は
隠
れ
て
い
た
コ
ロ
ン
ベ
。
し
か
し
、

カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
写
真
を
撮
り
始
め
る

と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
に
興
味
を
引
か
れ
た

の
か
、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
で
近
付
い
て
き
た
。

　
レ
ン
ズ
越
し
に
向
け
ら
れ
る
愛
く
る
し

い
笑
顔
、
曇
り
の
な
い
無
垢
な
瞳
。
そ
こ

に
私
は
、
絶
望
の
先
に
開
か
れ
る
未
来
へ

の
可
能
性
を
感
じ
た
。
誰
か
ら
も
祝
福
さ

すっかり大きくなったコロンベ（中央）。おしゃれが大好きな心優しい女性に育った（2014年）

コロンベとの最初の出会い。TOFUの従業員の家族にもかわいがられていた（1998年）

a.内戦終結から10年の節目に建てられた
虐殺記念館。内戦を経験した語り部が、そ
の歴史を語り継いでいる（2004年）
b.マドレーヌとコロンベ。1998年に撮影し
た時と同じショットで（2005年）
c.私の影響を受けてか、カメラが大好きな
コロンベ。近所の人たちを撮っては、「うま
く撮れてる？」と見せてくる（2009年）

キガリの中心部にあった工業地帯。機械の部品などが売られていたが、今はもうなくなってしまった（1996年）

おぼろ豆腐を作るマドレーヌ。おからをクッキーにしたり、豆乳を貧しい人た
ちに配給していた（1998年）

コロンベを抱き上げるマドレーヌは、まるで本当の
母親のようだった（1998年）

豆腐が買えるようになったと、当時現地の日本人に話題になったTOFU。日本の豆腐よりは少し硬かったが、多く
の人に喜ばれた（1998年）

れ
ず
生
ま
れ
て
き
た
こ
の
少
女
が
、
や
が

て
結
婚
し
て
子
ど
も
を
産
む
か
も
し
れ
な

い
。
も
し
そ
の
子
に
こ
の
少
女
が
心
か
ら

の
愛
情
を
注
げ
た
な
ら
、
憎
し
み
と
悲
し

み
の
連
鎖
が
、
一
つ
終
わ
る
の
で
は
な
い

か
｜
。

　
あ
れ
か
ら
17
年
。
紆
余
曲
折
あ
っ
た
も

の
の
、
コ
ロ
ン
ベ
は
多
く
の
愛
情
を
受
け

て
す
く
す
く
と
育
ち
、
い
つ
の
間
に
か
私

の
背
を
追
い
抜
き
、
最
近
は
髪
に
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
を
付
け
始
め
た
。
一
歩
一
歩
、

大
人
の
女
性
に
近
付
い
て
い
る
。

　
世
界
中
で
た
だ
一
人
、
自
分
と
血
が
つ

な
が
っ
た
赤
ん
坊
を
愛
お
し
そ
う
に
腕
に

抱
き
、
最
愛
の
男
性
と
一
緒
に
優
し
く
ほ

ほ
笑
む
コ
ロ
ン
ベ
。
そ
ん
な
〝
始
ま
り
の

一
枚
〞
を
撮
る
ま
で
、
私
は
ル
ワ
ン
ダ
に

通
い
続
け
る
。
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タンザニア国境付近。内戦後、
ルワンダに帰還する難民たちで
あふれていた（1995年）

コロンベ（左）と近所の子どもたち（2001年）

反抗期なのか、カメラを向けてもそっぽを向き、ほとんど口もきいてく
れない時期もあった（2002年）

残虐な過去があったとは思えないほど、美しい光景が広がるキガリ。中産階級が暮らす新興住宅地がある（2010年）
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Dance

小学校でルワンダダンスを練習する子どもたち

　独特のリズムを刻む音楽に、軽快なステップ。そして、はちきれ
んばかりの笑顔。この国で愛され続けている伝統的な踊り、そ
の名はずばり、「ルワンダダンス」だ。
　ルワンダダンスは、結婚式や式典などお祝いの場で披露され
る踊り。5～10人ほどが集まれば、ミュージックスタート！色鮮や
かな衣装に身を包んだ男女が、太鼓と歌声に合わせて踊り始め
る。足首に付けた鈴が、ステップを踏むたびに、リンリンと音を響
かせる。地域によって多少異なるが、牛の角や鳥の羽といった生
き物を全身で表現するのが定番。男性は盾ややりを、女性はア
ガセチェと呼ばれる小さなカゴを持って踊る地域もある。
　ルワンダでは、小学校に入った時からみんなこのダンスを教わ
る。体育の授業や放
課後に練習を重ね、
始業式や卒業式の舞
台でその成果を発表
する。難しく考える必
要はない。ただ音楽に
合わせて楽しく踊れ
ば、今日からあなたも
ルワンダダンサーだ。南部の都市ブタレの国立博物館で行われた記念行事でルワンダダンスを披露

中央右が生野菜のケチャップあえ

ルワンダダンス
国民的な踊りといえば

ルワンダの文化を
知ろう！

生野菜のケチャップあえ

ルワンダ料理といえば
ビュッフェで定番のおかず

【RE C I P E】
●材料（2人前）
タマネギ2分の1個／キャベツ3
枚／ニンジン2分の1個／酢適
量／トマトケチャップ小さじ2～
大さじ1（好みによって調整）

タマネギ、キャベツ、ニンジンを千切りにする。タマネギは水に
つけた後で水気をよく切ったものを使う。
❶を酢と一緒にビニール袋に入れ、よくもむ。
トマトケチャップであえ、うっすら赤みがかかったら出来上がり。
塩やマヨネーズをかけてもおいしい。

❶

❷
❸

ルワンダではどのレストラン
にも置いてあるほど有名な
「ピリピリ」

　お昼時、たくさんのサラリーマンでにぎわう街中のレストラン。店内
の脇にあるテーブルの上には、ずらりと並んだおかずが。ルワンダで
は、５～10種類の料理をワンプレートに盛り付けて食べる“ビュッフ
ェ”スタイルのランチが定番だ。
　中でもみんなが絶対に欠かさないおかず
が、生野菜のケチャップあえ。千切りにした
タマネギ、キャベツ、ニンジンを酢でよくもん
でから、トマトケチャップであえるだけ。トマ
トケチャップを入れることで酢の酸味が和ら
ぎ、マイルドな味わいに仕上がる。
　また、ヤギ肉の炭火焼きやフライドポテト
なども、どの店でも目にする人気のおかず
だ。どちらもお好みで「ピリピリ」と呼ばれる
香辛料をかけて食べるのがルワンダ流。塩と
合わさって絶妙なおいしさになる。
　ただ、ビュッフェスタイルのレストランに行
く時には、一つだけ注意してほしいことがあ
る。それは、日本と違ってほとんどの店が“お
かわり禁止”ということ。みんな好きなおか
ずを一度に山ほど盛り付け、午後からの英気
を養っている。
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『子どもたちにしあわせを運ぶチョコレート。
世界から児童労働をなくす方法』
世界中の人たちに愛されているチョコレート。しかしその原料と
なるカカオは、学校に行かずに働
く子どもたちによって作られてい
る。そこでガーナのカカオ農園で
働く子どもたちを救おうと、認定
NPO法人ACEが取り組んでい
るのが「スマイル・ガーナプロジェ
クト」。教育の大切さを伝え続け
たことで、現地では次第に学校に
通う子どもたちが増えていった。そ
して日本でも、学生や企業の間に
ある変化が一。カカオ生産の裏
側にある児童労働の実態や、私
たちができる国際協力の形につ
いて考えることができる一冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2014年／アメリカ／1時間50分
監督：フィリップ・ファラルドー
主演：リース・ウィザースプーン
公開：4月17日（金）よりTOHOシネマズ シャンテ（東京・日比谷）他、全国で公開
URL：www.goodlie.jp/
配給：キノフィルムズ

白木朋子 著
合同出版
1,512円（税込）

『グッド▶ライ～いちばん優しい嘘～』
スーダンで1983年に始まった内戦から10数年後。内戦で親を亡く
した3,600人の難民を全米各地に移住させるという大規模な計画が
実施された。アメリカの職業紹介所で働く主人公の元に舞い込んで
きたのは、スーダンから移住してくる3人の男性を就職させるというミッ
ション。電話を見るのも初めて、車に乗れば一瞬で酔ってしまう3人に
最初は途方に暮れていた主人公だが、懸命に生きる彼らと真正面か
ら向き合ううちに、思いがけない友情が芽生えていく。“ロストボーイ
ズ”と呼ばれるスーダンの若者たちの実話を基にした感動の物語。

『アフリカンフェスタinズーラシア』
アフリカの魅力がふんだんに詰まったイベントが横浜市で開催され
る。各国の伝統的な料理が勢ぞろいしたフードコートでは、お餅のよう
な食感のフフ、プランテーンと呼ばれる調理用バナナを使ったお菓子
など、珍しい料理を味わうことができる。また、色鮮やかな布で作られた
雑貨や民芸品を販売するバザールも開かれる。料理やビーズ作りが
学べるワークショップや、民族衣装やヘアメイクの体験コーナーなど、
アフリカ文化に触れることができる企画が盛りだくさんだ。

E  VENT

M  OVIE

B  OOK

『カンボジアに村をつくった日本人 
世界から注目される自然環境再生プロジェクト』
舞台は、カンボジア北部のシェムリアップ州にある約150人が
暮らす地域。かつてはきめ細やかな絣織が有名であったことか
ら、地元では“伝統の森”と呼ばれ
てきた。しかし長年の内戦により、
失われつつあった伝統。その可能
性に目を付けた著者は、5ヘクター
ルの土地を購入。現地の若者た
ちと協力して荒地を開拓し、養蚕
から染色まで、全ての作業が行え
るよう“村”をつくり上げた。古きを
重んじ、その復活に汗を流す人々
の努力の軌跡がつづられている。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

森本喜久男 著
白水社
2,052円（税込）

会期：4月11日（土）・12日（日）　5月2日（土）～6日（水）
　　　9時半～16時半（入園は16時まで）
会場：よこはま動物園ズーラシア（横浜市）
問：アフリカヘリテイジコミティー
TEL：042-707-1900
URL：africazoorasia.web.fc2.com/

○c 2014 Black Label Media, LLC. All Rights Reserved.
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プレゼント付き

次号予告（2015年5月1日発行予定）

中米・カリブ
日本人にとっては、ラテン音楽や踊りなどでなじみ深い中米・カリブの
国々。その明るいイメージの裏側で、現地の人たちが直面する課題解決
に対して、日本が取り組む国際協力を紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形でご送付いたします。巻末の払込取
扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送
付期間・送付開始月を明記の上、指定の金
額を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から
1週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバ
ーをご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① グアテマラのカード
② 書籍『子どもたちにしあわせを運ぶチョコレート。
　 世界から児童労働をなくす方法』（p37参照）
③ 書籍『カンボジアに村をつくった日本人 
　　世界から注目される自然環境再生プロジェクト』（p37参照）

31
2

﹇
1
月
号 
特
集 
「
つ
な
い
だ
、
つ
な
が
っ
た
50
年
」
を
読
ん
で
﹈

■「
高
い
志
が
な
い
」
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
実

現
す
る
自
信
が
持
て
ず
、
海
外
に
出
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
し

ま
う
の
だ
と
思
う
。
で
も
、
一
度
も
失
敗
す
る
こ
と
な
く
成
功

す
る
人
は
い
な
い
。
そ
し
て
失
敗
に
よ
っ
て
、
そ
の
次
に
く
る
成

功
は
何
倍
に
も
大
き
く
な
る
。
そ
れ
は
青
年
海
外
協
力
隊
の
50

年
を
通
し
て
も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
／
女
性
／
37
歳
）

■
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
の
任
務
の
他
に
、
ケ
ニ
ア
の
学
生

の
た
め
の
学
費
支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
任
務
の

枠
か
ら
踏
み
出
し
た
発
想
と
行
動
に
感
心
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
県
／
男
性
／
72
歳
）

﹇
2
月
号 

特
集 

「
動
く
、
ア
フ
リ
カ
」
を
読
ん
で
﹈

■
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
渋
谷
敦
志
さ
ん
の
「
学
び
の
明
か

り
」
に
あ
っ
た
「
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
。
こ
れ
よ
り
他
に
意

義
の
あ
る
投
資
先
が
あ
る
な
ら
ば
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
一

節
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
た
。
生
活
が
厳
し
い
中
、
い
や
厳
し

い
か
ら
こ
そ
学
び
た
い
と
目
を
輝
か
す
ウ
ガ
ン
ダ
の
サ
ラ
に
、

明
る
い
未
来
が
照
ら
さ
れ
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
愛
知
県
／
男
性
／
50
歳
）

■
昨
年
の
夏
に
ケ
ニ
ア
を
旅
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
興
味
深
く

読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
若
年
層
が
増
加
す
る

と
い
う
明
る
い
話
題
も
あ
る
一
方
、
公
共
衛
生
、
産
業
の
多
様

化
な
ど
課
題
も
多
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

の
人
た
ち
を
日
本
に
留
学
さ
せ
て
学
ば
せ
た
り
、
技
術
を
提
供

し
た
り
、
日
本
が
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
な
と
思
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
愛
知
県
／
男
性
／
32
歳
）

［ムンディ］

42015 April No.19

学びやで輝く
特 集　基礎教育

April 2015                       38



　ある日の昼下がり、どこからともなく楽
しそうな笑い声が聞こえてきた。その声
に引き寄せられ、民家の一角をのぞいて
みると、数人の女の子たちが集まって何
やら作業している。手元には、真っ白な
紙と色鮮やかな手織りの切れ地。「オリ
ジナルのカードを作っているのよ」。とびき
りの笑顔で、そう教えてくれた。
　ここは、マヤ文明が色濃く残る中米の
グアテマラ。標高2,000メートルの農村部
ソロラは、世界一美しいといわれる湖を
望む山あいの街だ。美しく豊かな自然に
囲まれ、日々食べていくには十分。でもま
だまだ貧しい家庭も多く、小学校を卒業
したら、家のお手伝いをして過ごす…。
そんな女の子も少なくない。　　

　みんなが夢を持ち続け、前向きに生き
られるよう、何かできることはないだろう
か―。この地の子どもたちに教育支援を
続けてきた白石光代さんが思い付いたの
が、伝統衣装ウィピルを使った雑貨作
り。その第一弾が、このカードだ。
　カードの模様はさまざま。それぞれの
形に合わせて型紙を作り、この地で代々
受け継がれてきた織物を組み合わせ、切
り張りしていく。「彼女たちのアイデンテ
ィティーであるウィピルを通じて、日本と
の懸け橋となるような商品が生み出せれ
ば」。白石さんはそう期待する。
　大切な人に贈るメッセージ。マヤの女
性たちの思いがたっぷり詰まったカード
で届けてみては。

Vol.78  グアテマラ

マヤ文明のカードに思いをのせて

©Yuki Asada

★カードを5人にプレゼント！→詳細は38ページへ
★グアテマラのフェアトレードショップ「セミージャ」
（semilla.ocnk.net/）で購入可能

カードの模様に合わせて型紙を作る。作業場はいつも
笑顔であふれている
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　私が生まれたのは、ナイジェリア南西部
の町。34人きょうだいの3番目で、朝起きる
と、水くみや掃除洗濯、弟妹の世話などで
忙しい毎日でした。それをさぼると、とに
かく父親にこっぴどく叱られましたね。決
して裕福な生活ではありませんでしたが、
みんなとにかく元気いっぱい。モノは限ら
れているけれど、その中から幸せを見つけ
るのが得意でした。
　学校には2時間歩いて行かなければな
らず、着くころには汗びっしょりになってし
まいます。眠くなってしまい、正直に言う
と、授業どころではありませんでした。もち
ろん水道なんてないので、学校にいる間は
喉もカラカラ。でも不思議なことに、アフリ
カで暮らす人たちには「脱水症状」なんて
ないんですよ。体が慣れてしまっているん
でしょうね。友達と休み時間にサッカーを
するのが一番好きでした。
　父親はとにかく厳しかったのですが、仕
事で行く海外の話をしてくれるのが楽しみ
でした。中でも一番興味を持ったのが日
本。「海外に行くとだまされることも多い
けど、日本人だけは信頼しろ」と言われて

いました。大人になったら日本に行ってみ
たい―。それが、私の夢になりました。
　初めて来日したのは、22歳の時です。
「父親の言っていたことは本当だった」と
思いました。バスの中で落とし物をして戻
ってきた時には、「ここは天国だ」と驚きま
した。貿易の仕事を手伝っていたのです
が、日本人は何もかも完璧にこなしてくれ
る。言葉は全く分からなかったけれど、そ
れでも何か通じるものがあり、信頼できま
した。「この国でなら、新しい自分を見つけ
られるかもしれない」。そう感じて、ここま
で長く住むことになりました。
　日本に来てから、アフリカを見つめ直す
こともできました。時間にはルーズだし、約
束も守らないけど、そこには“何もないとこ
ろに輝くダイヤモンド”があるんです。サバ
ンナに沈む太陽が地面すれすれまで降り
てきて、それをモカコーヒーを飲みながら
ただ眺める。それだけで幸せなのです。
「アフリカの水を飲んだ者はアフリカに帰
る」。そんな言葉がありますが、嘘ではな
いと思います。
　一方で、いまだ終わらない資源や権力を

めぐる争いのニュースを聞くたびに悲しく
なります。昔のアフリカでは、近所の人たち
とあるものを分け合って生きてきたはず。
近年の経済成長も、一部の人が裕福にな
っているだけなのではないかと感じます。
私たちは今一度、原点に返らなければなら
ない時にきていると思います。
　少し残念なのが、日本の若い人たちは、
世界地図に弱いことです。アフリカ、まして
や私の母国であるナイジェリアがどこにあ
るか、答えることができる人はほとんどい
ない。でもぜひ一度、思い切ってアフリカ
でもどこでも、外へ飛び出してみてほしい。
それによって広がる世界が必ずあります。
私ができるのは、アフリカと日本をつなぐ
こと。そのために、自分に何をすべきかを
問い続けていきたいと思っています。

私の アフリカと日本の懸け橋になりたい

Bobby Ologun

タレント  ボビー・オロゴン

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1973年ナイジェリア出身。大学卒業後、父親の仕
事の手伝いで世界各地を回り、95年に初来日。
2001年、「さんまのスーパーからくりTV」（TBS）をき
っかけに芸能活動を開始。バラエティー番組をはじ
め、ドラマやラジオにも出演。格闘家としても活動。
「なんとかしなきゃ！プロジェクト」メンバー。
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